
 

第２回死生懇話会 会議録 
日 時：２０２１年６月１９日（土） 

    １４時００分～１６時３０分 

会 場：滋賀県庁 新館７階大会議室 

 

滋賀県では、誰もが避けられない「死」について真正面から考えることで、限りある

「生」をより一層充実させる施策につなげる契機とするために、様々なお立場やご専門の

方からなる「死生懇話会」を 2020 年 12 月 2 日に設置しました。 

 

 この懇話会は、どう生きるのが良いかといった価値観を押し付けるものでは決してな

く、「死」や「生」の捉え方等についての様々な考え方や取組の情報を発信していくこと

で、それに触れた方 それぞれのアンテナにひっかかる“何か”を見つけていただき、よ

り豊かに生きることのヒントを見つけていただけるものにしたいという思いで開催するも

のです。 

 

 そして、今後、多死社会を迎える中で、行政の役割や行政へのニーズもこれまでとは違

ってくるのではないかと考え、「死」を捉えた「生」のあり方について、皆さんと議論を

深め、様々な視点からのご意見や情報をいただくことで、多死社会において行政ができる

こと、人生 100 年時代に行政に求められることが何かを探っていきたいと考えていま

す。  

 

2021 年 3月 6日（土）の第 1回に続き、6月 19日（土）に「第 2回死生懇話会」を開

催しました。この冊子はその「第 2回死生懇話会」の内容を会議録としてまとめたもので

す。 

 

 



【第 2 回死生懇話会 出演者】 

 

広井 良典さん（ゲストスピーカー） 

京都大学こころの未来研究センター 教授 

打本 弘祐さん 

龍谷大学農学部 植物生命科学科 准教授 

越智 眞一さん 

一般社団法人 滋賀県医師会 会長 

楠神 渉さん 

滋賀県介護支援専門員連絡協議会 副会長 

藤井 美和さん 

関西学院大学人間福祉学部人間科学科 教授 死生学研究者 

ミウラ ユウさん 

NPO 法人好きと生きる 理事 

一般社団法人こどもエンターテインメント 代表理事 

青柳 光哉さん 

滋賀県立大学人間看護学部 ３年 

三日月 大造 

滋賀県知事 

上田 洋平さん（ファシリテーター） 

滋賀県立大学地域共生センター講師 
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〇事務局（滋賀県企画調整課） 

 それでは、お時間になりましたので、第２ 

回死生懇話会を始めさせていただきます。

私は、滋賀県企画調整課の森と申します。 

よろしくお願いいたします。 

この死生懇話会は、誰もが避けらない「死」

について行政としても真正面から考えるこ

とで限りある「生」をより一層充実させるヒ

ントを得ようと、昨年 12 月２日に設置をい

たしました。本日は、３月の第１回に続き、

第２回の死生懇話会ということで開催をさ

せていただきます。 

まずは委員の皆様をはじめ、本日の出演

者を御紹介させていただきます。 

初めに、委員の皆様を御紹介いたします。 

滋賀県立大学人間看護学部４年生 青柳

光哉（あおやぎ みつや）さんです。 

続きまして、龍谷大学農学部植物生命科

学科 准教授 打本弘祐（うちもと こうゆ

う）さんです。Zoom で御参加いただきます。 

一般社団法人滋賀県医師会 会長 越智眞

一（おち しんいち）さんです。 

滋賀県介護支援専門員連絡協議会 副会

長 楠神 渉（くすかみ わたる）さんです。 

関西学院大学人間福祉学部人間科学科 

教授 藤井美和（ふじい みわ）さんです。

Zoom で御参加いただきます。 

ＮＰＯ法人好きと生きる 理事、一般社団

法人こどもエンターテインメント 代表理

事 ミウラ ユウさんです。Zoom で御参加い

ただきます。 

続きまして、本日のゲストスピーカー、京

都大学こころの未来研究センター 教授 

広井良典（ひろい よしのり）さんです。広

井さんより懇話会の初めに御講演をいただ

きまして、その後、議論にも加わっていただ

きます。 

そして、懇話会のファシリテーターを務

めていただきます滋賀県立大学地域共生セ

ンター 講師 上田洋平（うえだ ようへい）

さんです。 

最後に、滋賀県知事 三日月大造（みかづ

き たいぞう）でございます。 

 それでは、開会に先立ちまして、滋賀県知

事 三日月大造より、一言御挨拶と本懇話会

にかける思いをお話しさせていただきます。 

〇三日月 大造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、今日も御参加いただきまして、あ

りがとうございます。梅雨の長雨の土曜日

ということで、それぞれに御都合のあると

ころ、御参加いただいたことに感謝申し上

げたいと存じます。 

また、ゲストスピーカーを今回お務めい

ただきます広井さん、どうもありがとうご

ざいます。 

ウェブで御聴講いただいている皆様方も

ありがとうございます。今回は、少し配信環

境を改善いたしまして、後ほど皆様方から

も御意見をいただける取組をさせていただ

きますので、よろしく御参加のほどをお願

いいたします。 

まずコロナ対策で申し上げれば、昨日滋

賀県の対策本部員会議を開催いたしまして、

おかげさまで医療体制の非常事態は脱出す

ることができたと。しかし、十分減らない、

下がり切らない、また変異株の出現なども

あるので引き続き緊張感を持って対応して

いこうと、こういうことを呼びかけている

ところでございます。ワクチン接種も進め

ながら、一人一人の命を守る、そして「さよ

ならのない別れ」というものをしなくても

いいように、ぜひ皆さんと力を合わせて取

り組んでいきたいと考えております。 

この死生懇話会は、誰もが避けられない

「死」に向き合いながら、限りある「今生き

ていること」、そして私たちが享受している

「生」をどう捉えるのか、一緒に考える場を

つくろうということで設置をさせていただ

きました。また、せっかくおかげさまでいた

だいて生きているわけですから、よりよく

生きていくためにはどういうことを考え、

どういう暮らし方をすればいいのか、支え
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合いをつくればいいのかを考えていくきっ

かけとしてこの死生懇話会があればいいな

ということを考えているところでございま

す。「こうあるべき」とか「こうあらねばな

らない」ということよりも「どうあったらい

いのか」ということを一緒に考えていく場。

したがって、「答え」よりも「問い」という

ものを一緒に出し合っていく場になればい

いなということを考えております。 

昨年 12 月に設置いたしまして、３月に第

１回を開催させていただいたんですが、実

は、コロナ禍もありましたので「そんなこと

やっている場合か？」というお話ですとか、

行政が、県がやるということについて賛否

両論があったことは事実でございます。た

だ一方で、こういう感染症下だからこそ命

やつながりの大切さが分かったというお声

ですとか、行政が開催する死生懇話会だか

らこそ気軽に参加し、いろんな考えを聞く

ことで自分自身の考えを広めることができ

るのではないかといったようなお声もたく

さんいただいているところでございまして、

そういう意味でも、３月以降、反響は多大で

ございました。多くもあったし、大きくもあ

り、また深くもあったということでござい

ます。 

今回、広井さんに来ていただいて、少し俯

瞰した形で、また歴史もひもとく形で多く

の方の死生観について御披瀝いただいてい

るお考えなども御紹介いただきながら、少

し広い意味でこの「死生」について考え、今

後の懇話につなげていきたいなと考えてい

るところでございますので、今日も活発な

議論を展開していただきますようにお願い

をいたします。 

最後になりましたけれども、知事である

私を含め、ゲストスピーカーの広井さんを

含め、みんな「さん」づけで呼び合って肩書

や立場に拘泥しない議論をしようというこ

とを第１回から呼びかけておりますので、

この点も皆様方によろしく御案内申し上げ

て、私からの御挨拶とさせていただきます。 

今日もよろしくお願いいたします。あり

がとうございます。 

 

 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課） 

 ありがとうございます。 

本日は、この会場で、そしてオンラインで

たくさんの方に御聴講いただいております。

今ほどもお話があったんですが、せっかく

ですので、今日は御聴講の皆様より御意見

や御質問、御感想などもいただければと思

っております。 

この後、広井さんより「死生観の再構築」

をテーマに御講演いただきます。その中で

現代は死生観の空洞化とも言える状況があ

るのではないかといったようなお話もして

いただけるとお聞きしておりますので、例

えば「死生観の空洞化」や「死生観の再構築」

といったキーワードからそれぞれ皆様が日

頃お感じになっていることがありましたら、

コメントをいただければと思います。また

は、そういうこととは別に、この後の御講演

の御感想や委員の皆様への御質問などをい

ただいても結構ですので、もし何かあれば

お出しいただければと思います。 

コメントをいただく方法なのですが、オ

ンラインで聴講いただいている皆様は画面

下のチャット機能をお使いください。会場

の皆様には、受付でお渡しした色紙とマジ

ックを使ってできるだけ大きな文字でお書

きいただければと思います。休憩時間に集

めさせていただきますが、それまでに書け

た方からお声がけいただきますと、スタッ

フが集めに参ります。 

今日はこの会場の横のほうにホワイトボ

ードを用意しているんですけれども、そち

らに貼りつけて御紹介をさせていただきた

いと思います。時間の都合上、議論の中で取

り上げさせていただくのは一部になってし

まうかなとは思うんですけれども、どうい

ったお考えなりコメントをいただいている

かということを御聴講の皆様に見ていただ

けるように貼りつけて、それを映していこ

うと思っております。できるだけ短めの文

章で書いていただけますと文字が大きく見

えるかなと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

それでは、御講演に移らせていただきた

いと思います。 

「死生観の再構築」というテーマで約 30

分間ほどゲストスピーカーの広井さんより
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お話をいただきたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

〇広井 良典さん 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、こんにちは。御紹介いただきました

広井です。まず、何よりこのような非常に貴

重な機会に声をかけていただきまして、お

話しさせていただけることを本当にうれし

く思って、今日は楽しみにしてまいりまし

た。 

私自身は、もともと皆さんあんまり聞き

慣れない「科学史・科学哲学」という文系と

理系の中間の哲学系の専攻だったんですけ

ども、その後は医療・福祉分野も含めて公共

政策とか社会的なことをやってきた人間で、

名前のとおりといいますか、広く浅くいろ

いろなことをやってきた人間なんですが、

この「死生観」というテーマは私の中でも個

人的にもコアにあるテーマで、それについ

て、拙い内容ですけど、30 分ばかり話題提

供をさせていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「死生観」というテーマは、ある意味

で非常に普遍的なテーマであると同時に、

極めて個人的といいますか、「生きて死ぬこ

との意味」ということですから、それぞれの

皆様や私も含めて個人の人生の中で考えて

いくテーマであると思います。ですので、私

自身のこの後の話もどうしてもそういう主

観的な関心を踏まえたものになるかと思い

ますけれども、一つの話題提供ということ

で、「ああ、こういう視点もあるのか」とい

うことで聞いていただければ幸いに思いま

す。 

タイトルを「死生観の再構築」としており

ますが、これは、先ほどからもお話にありま

すように、何か一つの死生観、答えがあると

いうことでは当然ありませんので、「死生観

について、こういった形で考えていくこと

もできるのではないか」というような話題

提供としてお聞きいただければと思います。 

最初に、時代状況的なこと。それから、先

ほどもちょっと出ました「死生観の空洞化

と再構築」。それから、これは私自身が母親

の介護とかをしている中で思った「生と死

のグラデーション」。それから、最後はちょ

っと大きなテーマになりますけれども、そ

ういった流れでお話をさせていただければ

と思います。 

最初に「無と死を考える時代」ということ

で、なぜ今こういった「死生観」というテー

マが人々の関心を集めるようになっている

のかという、「今」という時代の背景みたい

なことをちょっと考えてみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に、話題として「現代版『不老不死』

の夢」ということを入れております。不老不

死ということは古代からいろんな形で議論

もされてきたわけですけれども、それが現

代において、いわゆる科学技術とも結びつ

く形で、新しい形で浮かび上がってきてい

ると思います。 
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それには大きく２つの流れがあると思う

んですね。ちょっと分かりづらい話かもし

れませんけど、一つは脳科学とか神経科学

の展開で、これは要するに人間の意識ある

いは脳の情報を機械に移植することができ

るんだと。それでずっと人間の意識は永遠

に生き続けることができるんだというよう

な議論ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、御覧いただいているのは、３、４年ぐ

らい前でしたか、ベストセラーになったよ

うな本です。これは東京大学の工学系の研

究者の方が書かれた本なんですけども、そ

こに文章を引用していますように、人間の

意識を機械に移植できるとしたらどうだろ

うかと。それが非常に魅力的なのではない

かと。そして、下のほうですけれども、「未

来のどこかの時点において、意識の移植が

確立し、機械の中で第二の人生を送ること

ができることが可能になるのはほぼ間違い

ないと考えている。」と。もうこれになると、

人生 100 年どころか、300 年、400 年。そう

いうことができるのは間違いないと考えて

いると。これはＳＦ的な議論として言って

いるわけではなくて、この工学の研究者の

方がこういうことを真面目に議論するよう

になっていると。 

それからもう一つは生命科学系の議論で、

これは言わば「身体の不老不死」というよう

なものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、御覧いただいているのは、昨年出まし

て、もう 10 万部を超えるベストセラーにな

った『LIFESPAN
ラ イ フ ス パ ン

』という本の表紙ですけれど

も、これはハーバード大学のシンクレアさ

んという遺伝学の研究者が書いた本で、要

するに、老いというのは一種の病気であっ

て治療できるんだと。そういうことを進め

ていけば、やがて人間は永遠に生きること

ができると。そこにもありますように、人類

は老いない身体を手に入れることができる

と、こういう議論。まあ、身体の永続化です

ね。 

こうした方向を追求することは確かに一

定の価値はあるとは思うんですけれども、

私自身は、果たしてこのような意識の永続

化や不老不死は人間を幸せにするのだろう

かという疑問をもっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐野洋子さんの『100 万回生きたねこ』。

これは読まれた方も多いかと思いますけど、

100 万回生きてもなお満足することができ

なかった猫がある雌猫との出会いを通じて

深い充足を得て最後亡くなるというストー

リーです。つまり、結局、人生の意味という

のは決して量的な長さではないんだという

ような一つのメッセージが含まれているも

のかと思います。 

これは、より広い文脈で考えますと、「有

限性」ということを私たちがどう考えるか

というテーマにつながってくると思うんで

すね。今言いましたような人生の有限性、そ

れから、実は今、気候変動とか温暖化の中で、

環境とか私たちの生きる生態系の有限性、

人間の経済活動がこれを超えるまでに至っ

ているというようなことがあって、要はこ

の「有限性」というテーマに現代社会という

のは向き合っているということが言えるか

と思います。 
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一方、視点を変えると、これは既に第１回

目でも話題になっていたかと思いますが、

まさに高齢化ということで。「死亡急増時代」

というのは縁起でもないような言い方にも

聞こえるかもしれませんが、人間は全てや

がて死ぬということで、高齢化が進んでい

くと、年間に亡くなられる方の数が増えて

いく。今 140 万人ぐらいですけども、これ

がさらに増えていくということで、ある意

味では、高度成長期のような時代に比べて、

この「死」というものがいろんな意味で身近

なものになっていると。私自身も含めて、そ

ういう状況があるかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そういった中で「死生観」ということをち

ょっと考えてみたいと思うんですね。 

私も今年還暦を迎えましたので昔話をし

ているような感じで恐縮なんですが、1990

年代ぐらいから看取りに関する調査研究な

んかも行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは 1997 年に行った「福祉のターミナ

ルケア」に関する調査研究で、当時、ターミ

ナルケアと言うと、がんの末期の話が中心

だったのですが、高齢者のターミナルケア

が重要ではないかということで国内の老人

ホームとか海外の状況の調査を行って、医

療もさることながら、手厚い介護や心理的・

精神的なサポートなど、ちょっと広い視点

に立った看取りの在り方が重要ではないか

という関心で行った調査です。ただ、この頃

は、私の印象では、タブーとまでは言わずと

も、こういうことはあまり正面から議論さ

れていなかったように思います。 

それが、だんだんこのようなテーマがい

ろんな形で議論されるようになってきたと

思います。この石飛先生というのは、病院を

辞められた後、老人ホームで働いておられ

た医師の方ですが、「平穏死」という言葉を

出されました。これは、2010 年ぐらいでし

たか、ベストセラーになって、「安らかな看

取り」というようなことで、こういうことが

だんだんいろんな形で議論されるようにな

ってきたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから、これは、ちょっと面白いという

か、作家の五木寛之さんが『文芸春秋』で

「2013 年のうらやましい死に方」という、

ちょっとユーモアを交えた言い方ですけれ

ども、読者の投稿を踏まえて五木さんがコ

メントしているような内容の企画です。五

木さんに言わせると、今、団塊の世代が死を

迎えて、「『団塊死』の時代」「『死』はいま『生』

よりも存在感を強めている」と。そしてもう

一つ面白いのが、1999 年に似たような読者

投稿の企画をされたそうなんですけど、そ

のときに比べて大分雰囲気が変わってきた

ということをこの時点で五木さんは言われ

ているんですね。それは、ちょっと語呂合わ

せみたいな感じですけど、「いま『生き方』

と同じように、『逝き方』を現実の問題とし

てオープンに語り合えるようになってきた

気配がある」と、そういうことを語られてい

ます。 
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ただ、これは私自身がずっと思ってきた

ことですけれども、先ほど来から出てきま

す「死生観の空洞化」。高度成長期を中心に、

とにかく経済や人口が増え続けてきた時代

というのは、死というようなことについて

正面から議論するというよりは、良くも悪

くも、物質的な豊かさを追求するという傾

向が強かったと思います。それが今、団塊世

代が高齢期を迎えたり、それから、授業やゼ

ミなどでこういったテーマを取り上げると、

割と学生や若い世代もかなり関心を持って

いるというような感じを持ってきました。

あまり公の場では語られない分、アニメや

音楽がそういったテーマを扱っていたりで

すね。ですから、こういったテーマをまさに

いろんな形で議論していくことが大事かと

思いますし、それは先ほど言いましたよう

な高度成長の時代から経済の成熟化の中で

こういったテーマも視野に入れて正面から

考えていく。「『着陸』の時代」というような

ことを書いてますけど、そういうこととも

通じるのではないかと思います。 

では、「死生観というのは一体何だ？」と

いうことになってくるわけで、これはいろ

んな言い方ができるかと思いますけれども、

一つの言い方としましては、そこに書いて

おりますように、「私の生そして死が、宇宙

や生命全体の流れの中で、どのような位置

にあり、どのような意味をもっているか、に

ついての考えや理解」とでも言えるような

ものかと思いますし、以前から言われてき

たような「私はどこから来てどこへ行くの

か」という問いに、一定の答えといいますか、

展望を与えてくれる、そういうことではな

いかと思います。 

 

 

一つの手がかりとして、今「ライフサイク

ルの二つのイメージ」というのを御覧いた

だいてますが、人生のイメージをどういう

ふうに捉えるかということです。これはい

ささか単純化したものですけども、「直線と

しての人生イメージ」「円環としての人生イ

メージ」というふうにしてます。 

「直線としての人生イメージ」というの

は多くの人が抱くものかと思いますけども、

人生というのはある意味で上昇・成長して

いく一つの線のようなもので、ただ、この見

方だと、どうしても老いや死というのがや

やネガティブなものとして考えられてしま

う面があると思います。 

もう一つ、右にありますのは「円環として

の人生イメージ」。これは、人生というのは

生まれてから子ども、大人、老人の時期を経

て、大きく円を描いて元の場所に戻るよう

なものだと。左のものと違うのは、生と死が

隣り合わせの場所、同じ場所に位置してい

るということと、あと子どもと老人の位置

というのも、左では対極に位置しているの

が、右の人生イメージだと、むしろ近い存在

になっているということが言えるかと思い

ます。 
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この「円環としての人生イメージ」という

のを私が割と具体的なイメージとして持つ

ようになった一つの映画があります。これ

は『バウンティフルへの旅』という 1985 年

のアメリカ映画なのですが、実は主演のお

ばあさんを演じたジェラルディン・ペイジ

という人はこれでアカデミー主演女優賞を

受賞しています。 

これは非常に印象深い映画でして、簡単

に言いますと、主人公の女性は 70 代か 80

代ぐらいで、死ということをそろそろ意識

し始めている。それで、このおばあさんには

どうしても実現したい一つの願いがあって、

それは、今はアメリカの南部の町なかで息

子夫婦と暮らしているんですけれども、自

分が生まれ育った場所、今はちょっと田舎

のほうの草原のようになっている場所をも

う一度訪れて確かめたいと。そこがバウン

ティフルという地名で、それでタイトルも

『バウンティフルへの旅』というふうにな

っているんですが、このおばあさんは、息子

夫婦の目を盗んでグレイハウンドという長

距離バスに乗って、バウンティフルに向か

っての旅に立つと。その中で自分の人生を

いろいろ振り返ったり、最後はバウンティ

フルに着いて感慨にひたっているところを

おばあさんがいなくなって大変だというこ

とで息子夫婦が追いかけてきて捕まったと

いうか、それでまた家に帰ってくるという

話です。ここで、このおばあさんにとっての

生まれ育った場所というのは、まさに先ほ

どのライフサイクルのイメージの円環的な

イメージと非常につながってくるのではな

いかと。言い換えますと、「たましいの帰っ

ていく場所」といったものを見つけるとい

うことが、私なんかからしますと、死生観や

看取りのケアにとって重要なことではない

かと。 

今、映画の話をしましたけれども、これは

取り立てて難しい話ではありません。今御

覧いただいているのはある授業での学生の

小レポートの一部です。「ターミナルケアに

おける『地元』の重要性」ということで、タ

ーミナルケアと死生観について、若いうち

から「どう死ぬか」を考えておくことが必要

で、「地元」という場所が重要ではないかと。

そこの下のほうに、「『地元』と呼べる場所を

失わない限り、そこが各人にとっての還っ

ていく場所であり、心が休まる場所であり、

還っていくコミュニティとなりうるのでは

ないだろうか。」「日本人が望む『安らかな死』

というものには、このような還るべき場所

（自分が居てもいいと周りに認められてい

る場所）にいるのだという安心感が必要と

なってくるのではないかと考える。」と。こ

の「看取り」「死生観」の話を「地元」とい

うことと結びつけて語ってますけれども、

これは確かにそのとおりではないかという

ふうに思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからさらに進んで「日本人の死生観」

ということについても少し考えてみたいと

思うんですけれども、一つの整理ですけど

も、幾つかの層があるのではないかと思い

ます。特に、戦後といいますか、高度成長期

に強くなったのは一番下、「“唯物論的”な層」

というふうにしてますけども、「生は有で、

死は無である」と。これが現在は、良くも悪

くもといいますか、支配的な死生観かと思

います。 

ただ、その根底には「仏教的な層」。これ

は、浄土とか涅槃というような形で、死とい

うものを何らかの形である種の概念として

捉えるようなもの。 

さらに、その底には、「原・神道的」とい

うちょっと難しい言葉を使ってますけども、

自然というものを非常に重視して、その自

然の中に「生と死」「有と無」を超えた何か

を見出すような、そういう死生観があるの

ではないかというふうに思います。 

「自然のスピリチュアリティ」というの

はちょっと理屈っぽい言葉で恐縮です。ス

ピリチュアリティというのは日本でやや誤

解されることもありますけれども、これは
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ＷＨＯの健康の定義の議論でも出てくるも

ので、「有と無を超えた何か」とか「生と死

の根源にあるもの」、それが自然そのものの

中に存在しているという死生観といいます

か、私自身はこういった「自然」というのが

かなり日本人の死生観にとって大事ではな

いかと思っています。 

これはちょっと身近な話になってしまう

んですけども、10 年ちょっとぐらい前に亡

くなった父親が、もともと農家出身という

こともあって、定年後に郊外の農園で野菜

を作るのを一番の生きがいにしておりまし

て、そこを「還自園」というふうに名づけて

ました。「還自園」というのは、その文字の

とおり、「自然に還る園」ということで、こ

れは農作業をすること自体が自然と触れ合

うという意味合いと同時に、恐らく亡くな

ってから自然に還るというような意味合い

も含んでいたのではないかと思ったりして

います。 

お話の後半になりますけれども、「生と死

のグラデーション」ということについて今

までのお話の延長でまた少し考えてみたい

と思います。 

「生と死のグラデーション」、これは、最

初のほうでもちょっと申したかと思います

が、90 歳近くになる認知症ぎみの母親に接

する経験から３、４年ぐらい前から感じる

ようになったことで、そういう母親の状態

を見ていると、ある意味で半分夢の中にい

るような感じがしたりすることがあります。

そういうところから、「生」と「死」という

のは思われているほど完全に分けられるも

のではなくて、そこにある種の濃淡のグラ

デーションのようなものがあって、どこか

でつながっているのではないかと。 

言い方を変えますと、しばらく前から「ピ

ンピンコロリ」というような亡くなり方が

望ましいというような見方や議論があるか

と思います。それは私自身もよい亡くなり

方の一つかと思っていましたけれども、そ

れに限らず、「生から死へのゆるやかな移行」

といいますか、こういう見方も重要ではな

いかと。ちょっと理屈っぽく言いますと、

「生」と「死」を明確に区分して、それをき

っぱり分けてきた、かつ死を視野の外に置

いてきたような近代的な見方に対して、「生

と死」というのを連続的なものとして捉え

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは必ずしも特別目新しいことを言っ

ているわけではないと思います。今お示し

してますのは立川昭二さんの『日本人の死

生観』という本からの一節ですけれども、セ

ミナーのようなところでアンケート調査を

行ったところ、「生と死の世界は断絶かそれ

とも連環していると思いますか」という問

いに対して「どこかで連環している」という

ふうに答えた人が６割以上を占めていて、

日本人の死生観の一端を示すものであるか

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから、これはちょっと古い本なんで

すが、『日本人の死生観』という加藤周一さ

んなどが書かれた本があって、これは日本

人の死に対する態度ということで、「家族、

血縁共同体、あるいはムラ共同体は、その成

員として生者と死者を含む。」「死の哲学的

なイメージは『宇宙』の中へ入って（帰って）

ゆき、そこにしばらくとどまり、次第に融け

ながら消えていくことである。」というよう

な言い方をしています。 
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これを少し現代的な視点から見たものと

して「老年的超越」という議論があります。

私は、先ほどの母親との関係も含めて、ある

いは自分自身も含めて、これは結構「なるほ

ど」と感じさせる見方ではないかなという

ふうに思っているんですね。これはスウェ

ーデンのトーンスタムという社会学者が唱

えたもので、80 代ないし 90 代以降の高齢

者においてはそれまでとは異なる意識の変

化が生じて、物質的なものから宇宙的、超越

的、非合理的な世界観への変化が起こると。

「そして、自分の存在や命が過去から未来

の大きな流れの一部であることを認識し、

過去や未来の世代とのつながりを強く感じ

るようになる。さらには、時間や空間に関す

る意識も変化し、死と生の区別をする認識

も弱くなり、死の恐怖も消えていくといっ

た特徴が指摘される。」と言うんですね。確

かにこういう面は、さっきの母親の例とか、

いろいろ考える中であるように思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それを日本の高齢者の方について調査を

行ったのが増井さんという心理学の研究者

の方です。『話が長くなるお年寄りには理由

がある』というのはちょっと面白おかしく

し過ぎたタイトルのようにも感じますけど

も、増井さんがここで書かれているのは「日

本の場合、『超越』という点はやや薄いもの

の、先祖や未来の子孫とのつながりの意識

の強まりや、『あるがままを受け入れる』『自

然の流れに任せる』『他者への依存を肯定す

る』といった、トーンスタムの議論と同様の

方向の傾向が見られた」ということで、これ

も「確かに。なるほど」と考えさせられる指

摘ではないかというふうに思います。 

「死生観」ということで幾つかの観点か

らお話をしてまいりましたけども、最後は、

やや哲学的というか、物すごい大きな話に

なって恐縮なんですが、「無の人類史」とい

う視点について触れさせていただいて、ま

とめとさせていただければというふうに思

います。 

考えてみれば、そもそも「なぜ死というも

のが存在するのか」「生物はなぜ死ぬのか」

という根本的なテーマがあると思います。

そこに示しているのはゾウリムシの写真で

すけども、「生命の進化の中で『死』という

現象が生まれたのは、『性』の発生と同時で

ある」という議論が以前からあります。例え

ば、ゾウリムシのような生物は分裂を繰り

返して増えるので、言うならば遺伝子が変

わることもないので、同じゾウリムシがず

っと生きているというふうに見ることがで

きる。それが多細胞生物になって雄と雌と

いった性が生まれて、遺伝子を半分ずつ交

換し合って次の世代の個体が生まれる。そ

こで世代ごとの「個体の死」ということが初

めて生じることになる。まあ、「死と性」と

いうのが同じ起源であると、こういう見方

があると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味深いことに、『古事記』の中にこんな

物語があります。御存じの方もいらっしゃ

るかと思いますけど、「天から降りてきたニ

ニギノミコトが姉のイワナガヒメと妹のコ

ノハナサクヤヒメという姉妹と出会うが、

美しいが（花が散るように）短命な妹のほう
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を選んだので、その子孫は死ぬ運命になっ

た」ということですね。これは、先ほどの

「『死と性』の同起源」ということをもしか

したら古代の人は直感的に理解していたと

いうことかもしれません。 

そういうことで「個体の死」というのは人

間が始まったときから生まれ、最初から人

類にとってこの「生と死」「死生観」という

テーマは非常に厄介なテーマだったと思い

ます。 

特にコミュニティ。農耕を始めるように

なってから人と人とのコミュニケーション

が密になればなるほど、その度合いは高ま

ったと思います。 

 

そこで思いますのは、人間というのは死

についての言わば「共同幻想」というような

ものをつくって、「死は単なる無ではなく

『もう一つの世界』としてある」というふう

に考えるようになったのではないかと。言

うならば「死の共同化」ということを行って、

それを共有することで「一人ひとりの死を

超えた、永続する世界を創造した」というこ

とが言えるのではないかと思います。 

これはアメリカのイングルハートという

研究者の研究ですけど、農耕社会が始まる

ことで神を信じる割合というものが非常に

増えて、さっきお話しした共同幻想という

ようなものが生まれていったということで

す。 

このことを身近な分かりやすい形で示し

ているのが、上田さんが取材された「琵琶湖

の湖岸で漁業を営むある漁師の男性の言葉」

というもので、これは本当に印象的な言葉

で、ここにちょっと紹介させていただいて

ます。「私はここで生まれ、ここの水を飲み、

ここの食べ物を食べて、ここで育ち、ここの

人々の間でこのような役割を担い、ここで

老い、やがてここで死ぬでしょう。死んだら

先祖に仲間入りして、盆には家族に迎えら

れ、そのうち氏神になり、そして自然と一体

になる。それが私、ここが私の在所です。」

と。まさにこれは、死の共同化ということで

あると同時に、それを支える世代間のバト

ンタッチといいますか、世代間の継承性、そ

ういう共同の現実に支えられていた死生観

であったと思います。 

それが、だんだん都市化というものが進

んで個人が中心の社会になってきますと、

今のようなコミュニティが維持できなくな

って、それに代わって、ちょっと話が理屈っ

ぽくて恐縮ですけれども、「無」とか「死」

というものを概念として抽象的に理解する

ようになった。ドイツの哲学者のヤスパー

スが紀元前５世紀頃の時代を「枢軸時代」と

いうふうに呼んでますけど、この時代に、仏

教とか、中国では儒教とか、ギリシャ哲学と

か、いろんな思想が地球上の各地で同時多

発的に生まれたんですけれども、「死」や「無」

を抽象的な概念として捉えるものがここで

生まれたということが言えるかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと時間の関係でその内容について

詳しくお話しすることは省略させていただ

ｚきますけれども、様々な「無」や「死」に

ついてのある種の抽象的な概念というよう

なものがここで生まれたということが言え

るかと思います。 

さらに、それが近代という時代になりま

すと、「個人」というものが社会の前面に出

るようになって、個人の自由というものが

大幅に広がることになったわけですけれど

も、共同体から独立して個人が様々な活動

を行う中で、ある意味では、その代償として、
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共有された死後の世界といいますか、死に

関する観念を失ってしまって、言うならば

孤独なレベルで「死」や「無」に向かうこと

になっていったということが言えるかと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その先に行き着くのがテクノロジーによ

って「不死」を目指すということで、「現代

版『不老不死』の夢」という今日の最初の話

に戻るわけですけれども、私自身は、このよ

うな方向はあり得るかもしれないけれども、

むしろ、そうではなくて、コミュニティとか

自然、そういったものとのつながりを回復

する中で死生観というものが新たな形で開

けてくるのではないかというふうに思って

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、ピラミッドの図を入れさせていただ

いておりますけれども、一番上に「個人」が

あって、その下に「コミュニティ」があって、

その底に「自然」があると。どうしても現代

においては個人というのがコミュニティと

か自然から切り離されていきがちなわけで

すけども、ある意味で、個人の生に対してよ

り永続するといいますか、つながっていく、

そういったコミュニティや自然とのつなが

りを回復していくことが死生観にとって非

常に重要なのではないか、大事なのではな

いかというふうに私自身は考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが最後のスライドになります。最初

のほうで「有限性」というようなお話をしま

したけれども、この有限な世界の中で人間

は言わば無限の創造を行っている。時代の

状況を見ましても、これは説明を一部はし

ょることになりますけど、人類史の中でも

拡大・成長からむしろ持続可能性というこ

とに軸足を移していく社会だと。そういっ

た意味では、この「死生観」というテーマは、

地球環境とか、そういうマクロの話ともつ

ながってくると思っています。つまり有限

な地球環境や個人の生という物質的な有限

性を受け入れながら、個人を超えてコミュ

ニティとか生命、自然とつながって、有限性

を超えた価値や事柄を見出す、あるいは創

造する、そういうことが大事なのではない

かというふうに思っております。 

あと付録的に「生と死の根源」ということ

で関連する資料を入れたりしておりますけ

れども、ひとまず、非常に雑駁で、一部理屈

っぽいところもありましたけれども、私か

らの話題提供とさせていただきます。 

御清聴、どうもありがとうございました。

（拍手） 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課） 

広井さん、ありがとうございました。 

御聴講の皆様から既にコメントをいただ

き始めているんですけれども、引き続きチ

ャットあるいは会場の紙でコメントいただ

ければと思います。 

それでは、これから出演者の皆様に議論

をお願いしたいと思います。ここから先は、

ファシリテーターの上田さんに進行をお願

いいたします。 
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〇上田 洋平さん 

はい、よろしくお願いします。 

改めまして、こんにちは。ファシリテータ

ーを務めさせていただきます滋賀県立大学

の上田でございます。 

 

この懇話会では、簡単にまとめず、しかも

散らかさずという難しい役目を預かってお

りますけれども、できるだけ委員の皆様、そ

して今日会場におられる皆様、また視聴し

てくださっている皆様の御意見も酌み取れ

るように努めていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

広井さん、お話、大変ありがとうございま

した。大きな時代の転換点を迎えている我

が国の将来ビジョン、こういうことに関し

て広く深い御研究、それから的確な、具体的

な提言をされる研究者としては、広井さん

は今、日本で最も信頼される先生のお一人

ではないかなと私は常々思っているところ

です。今日も話題提供いただきましたけれ

ども、人類史的な視野から、死生及び死生観

について大きな展望、様々なテーマを御提

示いただいたところであります。 

このあと前半は委員の皆さん、休憩を挟

んで後半は、広井さんを含め、視聴いただい

ている皆さんとのやり取りを通して議論を

深めていきたいというふうに思います。 

まず、今の広井さんの話題提供を受けて、

ちょっと感想を委員から聞きたいと思いま

す。青柳さん。広井さんのお話を聞いてどん

な感想をお持ちですか。 

 

 

 

〇青柳 光哉さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学の４年生で、看護学部にいます青柳

と申します。 

 広井さん、今日は本当にたくさんのお話

をしていただき、ありがとうございます。 

お話を聞いていると、自分の中でもたくさ

んの疑問が浮かび上がってきて、例えば長

く生きることが幸福かというところで「あ

あ、確かに幸福を考えているよりも死から

逃げることばっかり考えていたかもしれな

いな」ということであったり、あと、現代の

死生観というところで「死＝(イコール)無

という理解」というふうなお話があったと

思うんですが、僕自身、死生観があるという

のは死について考えていることかというふ

うにずっと捉えていたんですけど、そうで

はなくて、やはり「死＝(イコール)無」とい

うふうに考えているというのが一つ現代の

死生観なんだ、誰しもが持っているものな

んだというのがすごく勉強になりました。 

その中でちょっと疑問が浮かんできたんで

すけど、死生観を考えること、死生観が重要

であるという立場に自分も立っているなと

いうふうに聞いてて思ったのですが、死生

観を持っていないというか、死について考

えない、考えたことがないという人に対し

て、死を考えることが何で必要なのか、どん

なメリットがあるというか、どんな意味が

あるのか、それは何て説明していけばいい

んだろうというのが一番の感想です。あり

がとうございます。 

 

〇上田 洋平さん 

まいったなあ、また（笑）。青柳さん、あ

りがとうございます。 
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前回の登壇で一気にこの懇話会のアイド

ルみたいになっちゃったんですが、今日も

重要な質問をまず出してくれました。驚き

ました。幸福を考えるよりも死から逃げる

ことばっかり考えているのではないか、そ

れから、「死や死生観を考えたことのない人

にそれを考えることの意味などをどう説明

をすればいいか」というような質問もあり

ましたけれども、広井さん御自身は幸福に

ついても研究されているということですの

で、今の青柳さんの質問への答えも併せて

ちょっとコメントをいただけますか。 

 

〇広井 良典さん 

幸福のテーマとも結びつけていただいて

ありがとうございます。 

そういえば、滋賀県庁でもそういう検討

を始めつつあるかと思いますけど、「幸福」

というのは誰しも考えない人はいないテー

マで、大なり小なり幸福になりたいという

のは皆さん思うことですし、この「幸福」の

テーマも今いろんな形で議論されるように

なっていると思います。 

それと今日の「死生観」のテーマがどうつ

ながるかというのは、私の中ではそれは差

し当たって別のテーマとしてあったのです

ぐに「こうだ」という簡単なお答えはできな

いんですけれども、先ほど青柳さんが言っ

た「死や死生観についてあまり考えていな

い人についてはどうしたらいいのか」とい

うこと、これはなかなか難しいテーマで、私

なんかは割と若い頃から生きる意味とか生

きて死ぬことの意味というようなことをい

ろいろ考えてきた人間ですが、確かにそう

いうことをあんまり考えないという人もい

るとは思います。専ら生を充実させること

に関心を向けて、死ということは別に考え

なくてもいいのではないかと。まあ、それは

それで確かに一理あるといいますか、そう

だとは思いますけれども、私自身は、自分自

身がそうだったからかもしれませんけれど

も、人間はやがて死ぬわけです。それは自分

自身もそうですし、自分の周りの人もそう

です。やはり死というところまで含めて生

きることの意味といいますか、何で自分が

生きているのかということについての自分

なりの考え方を持っていること、それが生

きていくことのエネルギーといいますか、

源泉というか、そういった源といいますか、

それにつながっていくのではないかと。そ

して、より深い形で人生を過ごしていくこ

とができるのではないかと思います。 

私も自分自身を振り返って最近思ったり

することなんですが、自分も何でずっとそ

ういうことをいろいろ考えてきたのかなと

思うと、死生観とか、こういう死のテーマを

考えることが生きていくことの充実という

か、生きていくことのエネルギーにつなが

っていくからじゃないかと思ってます。 

ですから、もしかしたら「幸福」のテーマ

も、それがより深い意味での幸福につなが

るといいますか、先ほどの『100 万回生きた

ねこ』の話にも一部通じるかとも思います。 

この死生観の話が「幸福」のテーマともつ

ながってくるというのはさっきの上田さん

の指摘を受けて初めて結びつけて考えるよ

うになったんですけども、それも併せて考

えていくことが非常に大事かなというふう

に思います。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

三日月さん。お願いします。 

 

〇三日月大造 

広井さんの御講演を聞いて、青柳さんの

御発言を聞いて思ったんですけど、有限性

がもたらす無限性、有限だから無限の楽し

み、幸せを味わいたいという思い。例えば、

今日のこういう場もそうだと思うんです。

せっかく限りある自分の人生なんだから、

御縁を大切に、自分の専門以外のことも聞

いてちょっと考えを広げてみよう、引き出

しを増やしてみよう。僕は、言葉にしないま

でも、それが幸せにつながるんじゃないか

なと聞いてて思いました。 

それで、死生観を持つというところまで

いかなくてもいいと思うんですけど、命あ

るものの死にどれだけ接するかというのが

自分の感受性を豊かにするんじゃないかな

と思っているところがあって。例えば魚や

肉をいただく、「いただきます」と言って、

私たちの命のために命あるものを、大切な

ものをいただきますよね。飼っている鳥が
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蛇に丸のみされる、飼っている大事な家族

である犬が亡くなる、飼っている虫が死ん

で動かなくなる。体は動かなくなるんです

けど、何か動く心がある。だから、前回の第

１回のときにも「死は終わりじゃない」とど

なたかがおっしゃってたんですけど、死生

の空洞化からの共有化、空洞化しているか

らこそ共有したい、共有しなきゃみたいな

動き、その動きに何か期待するところがあ

るなと、今お二人の話を聞いてて思いまし

た。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

御聴講の皆さん、あるいはほかの委員さ

んもいろんな質問などがあるかと思います

が、それはまた後半のフリートークのとこ

ろで拾いながら議論を深めていきたいと思

います。 

さあ、ここからは委員の皆さんから御発

言いただきながら、またキャッチボールし

ながら議論を深めていきたいと思います。 

広井さんの話の中でいろんなテーマを出

していただきまして、全部扱っていければ

というふうに思うんですけれども、その中

でも「死生観の空洞化」「死生観の再構築」

というようなことを中心に今日のこの場で

はお話をしていければと思います。 

まずは、現状はどうも死生観が空洞化し

ているのではないか、そういう現象があち

こちであるのではないかというような観点

からお話を始めていきたいというふうに思

います。 

委員の皆さんの中で、例えば楠神さんは

介護という観点から具体的に死生あるいは

死生観が空洞化しているというようなこと

を感じられるところはありますでしょうか。

あるいは、それについて思われるようなと

ころを伺ってみたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

 

〇楠神 渉さん 

はい、ありがとうございます。 

広井さん、今日はお話を聞かせてもらっ

てありがとうございました。 

今、死生観の空洞化について何か具体的

にありますかということで、ありがとうご

ざいます。 

 

今日、広井さんのお話の中でありました

「ターミナルケアにおける『地元』の重要性」

という学生さんのレポート、これがまさし

く言えているんじゃないかと思います。そ

こでは、自分の還るべき場所というものを

見失ってしまえば満足な形で死を迎えるこ

とができないのではないだろうかと。学生

さんがこんなことを投げかけておられるん

ですね。 

実際、私もケアマネジャーをさせてもら

う中で同じようなことを考えることがあり

ます。ふだん生活する中で、新聞やドラマ、

もしくは関係する方の葬儀に参列する中で

死というものには向き合う機会がたくさん

あるんですけども、実際、自分のおじいさん、

おばあさん、もしくはお父さん、お母さん、

そういった自分に近いところで死に向かい

合って考える機会が実は少ないんだなとい

うようなことを感じています。 

具体的に言うと、例えば私が経験した中

では、少し前ですけど、80 代半ばの女性の

方。中度の認知症がありまして、ちょっとお

話が難しかったり、お食事を一人で食べる

のが難しかったり、またおトイレなんかも

少しお手伝いが必要な方だったんですけど

も、息子さんとその奥様、また次女さん、三

女さんが協力して生活をされてました。往

診の先生も来てくださっていて、命に関わ

るようなお話をしたことはなかったんです

が、今ぐらいの季節、ちょうど夏場の暑いと

きに急に体調を崩されてしまって、慌てた

奥様が救急車を呼んで救急搬送されました。
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病院に着くと、そこに長男さん、そして次女

さん、三女さんも来られまして、私も同席し

てたんですけども、軽い脱水くらいかなと

いう気持ちで行きましたら、先生がおっし

ゃるんですね。もう命に関わる状態になっ

ておりますと。そして、透析なんかもしない

と、あと２日間ぐらいの命しかありません

と。もうみんな驚いているんですね。家族全

員が。それまでそういうお話をしたことが

なかったので。その場で先生は長男さんに

「どうされますか？」と。もう静まり返って

いるんです、病室は。もう今返事しないとい

けない。その中で長男さんは、大切なお母さ

んですから少しでも長くなるんだったらい

ろんな治療をしてほしいとおっしゃって、

治療が開始されました。それはそれで長男

さんの気持ちとしてよかったんだと思うん

ですけども、自分のお母さんにそうやって

延命治療を求められるような場面があった

ときにどういうふうなことをするのがお母

さんの本当の思いであるのか、御家族の思

いであるのかみたいなことをそれまでにし

ゃべる場があれば、もしかしたらですけど

も、違う選択をされるということもあった

のかなと。 

私もそのときに、せっかく往診の先生も

来てもらっていたので、ケアマネジャーと

してどうしてもう少し前にそういった相談

をすることができなかったのかなとか、ち

ょっとそんなことを思っています。 

だから、空洞化ということに関しては、死

とか生、特に死について、何となく自分は、

よく知っているというか、誰にも死が訪れ

ることは知っているんだけども、それを自

分のこととして、家族のこととして考える

ことが少なくなっていると。そして、ある日

突然それを突きつけられる。それが今現状

あるような気がしております。 

ちょっと簡単ですけど、聞いて思ったこ

とです。 

 

〇上田 洋平さん 

はい、ありがとうございます。 

 そういう意味では、空洞化というより、あ

る意味、落とし穴みたいな、「どこかにある

のは分かっているけど、今だったか」みたい

な、すこんとはまってしまう。 

越智さんに少し聞いてみたいと思います。

今のつながりで言うと、その選択を突きつ

ける側と言うと変ですが、「どうしますか？」

と聞く側の医師という立場からはいかがで

しょうか。越智さんは、前回「死の種類」と

いうことも言っていただいてますよね。み

んながイメージする死と、もう一つ、いろん

な死があるよと。ちょっとその観点から、あ

るいは今の楠神さん、広井さんのお話も受

けて、いかがでしょうか。 

 

〇越智 眞一さん 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択を迫る場というのは救急の場。本当

にそういう選択を迫るのは救急の場だと思

います。それはもうどうしても生かさなけ

ればならないという立場ですので、「どうし

ますか？」という問いかけになると思いま

す。これはもう、職務柄、仕方のないことだ

ろうと思います。機械的に聞かなければな

らないことというふうになされております。 

それで、死生観の問題なんですけれども、

今、アドバンス・ケア・プランニング、要は

元気なときから死について考えましょう、

死に方について考えていきましょうという

ような動きになっています。 

ただ、人が死というものを意識するのは、

自分が病だと宣告されたときからなんです

ね。それまでは、ずうっと生きていると。生

きているという実感もないかもしれません

けれども、死というものは全く前提にない。

「たとえ肉親が死んでも私は別だ」という

ような感じで捉えられている方が多いよう

に思います。あるいは、自分より年下の人が

亡くなったときに初めて死というものを意

識していかれるような気がします。 
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そういう意味では、そういうときから改

めて死というものを考え出して、いろいろ

結論を出していかれるんだろうと思います。

そういうことが起こったときにその方が何

か書き残す、それから家族でお話をされる、

そういうことが必要なんじゃないかという

ふうには思いました。 

それから、死の種類なんですけれども、

我々、死亡診断書を書くときに 12項目ある

んですね。自然死と事故死、不慮の死、そう

いうような大まかな分け方になっていくわ

けなんですけれども、今論じられている死

生観というものが生きるのは自然死のみな

んですね。不慮の死である、事故死である、

災害死である、そういうものについては全

く論ずることができないのは当たり前なん

ですけれども、そういう死もあるんだとい

うことはこの死生懇話会で議論するに当た

って重要な問題だろうというふうに思って

おります。 

ちょっと取り留めのない話になってしま

いましたけど。 

 

〇上田 洋平さん 

 ありがとうございます。 

 死生観をずっと考えてきて、それが発揮

できるというか、生かされるのは、実は 12

種類ある死の中でも、自然死みたいなとき

なんじゃないか。事故なんかのときはすこ

んと一気に亡くなってしまう、そこは私た

ちも認識しておかなければなりませんね。 

もうお一方、打本さんにちょっとお伺い

しておきたいと思います。いかがでしょう

か。 

 

〇打本 弘祐さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広井さんのお話を受けて「死生観の空洞

化」というところで私が思ったことは、広井

さんと同じになるんですけども、私は学生

さんに仏教を教えていますけれども、学生

さんのほうがいろんなアニメ、例えばジブ

リであるとか、それから音楽の歌詞なんか

から自分なりの死生観、「亡くなったらこう

なる」ということを訴えてくるケースが多

いような気がいたします。確かに空洞化と

いうことはあるかもしれませんが、ある意

味、物すごく細い線のようなものは割と持

っていらっしゃるような気がしているんで

すね。 

その中で、個人的にお話を聞いていくと、

個々に持っている学生さんの線、死生観の

線みたいなものがどんどん太く、しっかり

していくようになるというような経験をし

たことがあります。具体的には、亡くなった

後どうなるか分からないと言っていたけれ

ども、だんだんと聞いていくと、ある程度の

世界観を持っていたり、死んだ後に家族を

見守る存在になるんだといったことを真面

目にしっかりと答えてくるような方が結構

いらっしゃるなというのを思っています。 

そうした死生観の背景には、音楽とか、

様々な文化があるわけですけれども、講義

を聞いていく中で、それが実は仏教であっ

たり宗教に源泉があるというようなことに

気がついていって、「飢餓感」というふうに

広井さんが書いていましたけれども、割と

貪欲に学んでいくようなケースがあること

に気がつかされました。 

また、先ほど施設でのお話がありました

けれども、私自身は大学におりますが、臨床

宗教師として施設へ行くことがあります。

その中で、浄土真宗の作法なんですけれど

も、お参りをすることがございます。そこで

は、お参りという弔いの儀礼をするときに

様々な宗教・宗派の方、利用者の方が集まっ

てこられるんですね。そこで皆さんにそれ

ぞれお話を聞いていくと、「自分は何々宗な

んだけれども、実は今日は誰々の命日だか

ら亡くなった方のために来たんだ」、「自分

は亡くなったらあちらの世界に行くから、

今日はそのことを思いながら参らせてもら

った」ということをよく聞くことがありま

す。 
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今の２つのお話はちょっと世代がばらば

らに感じたと思うんですけれども、私の中

では、死生観の空洞化にも世代によるグラ

デーションのようなものが実はあるんじゃ

ないかなと。とても年配の方、高齢の方の中

には割としっかりとお持ちの方もいらっし

ゃるし、学生さんのような若い方でも何か

気づいて自分の中で問いを深めている方、

自分なりの答えを持っている方、そういう

方もいらっしゃるような気がするんですね。

広井さんの中でそういった世代間の違いみ

たいなことが何かあるかなというようなこ

とを逆にお尋ねしたいところであります。 

ちょっとうまく言えませんが、よろしくお

願いします。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

今、楠神さん、越智さん、そして打本さん

にお話しいただきましたが、広井さんはど

んなことをお考えになりましたでしょうか。 

 

〇広井 良典さん 

 はい、ありがとうございます。それぞれ非

常に考えさせられるというか、印象深く伺

いました。 

後のほうからになりますけれども、打本

さんが言われた「世代によるグラデーショ

ン」というのは、実は私自身もかなり強く感

じてきたことです。もちろん世代で全て割

り切れるものでは決してなくて、個人の差

が大きいとは思うんですが、これは 1990 年

代ぐらいから割と感じてきたことで、ちょ

っと大ざっぱな言い方ですけど、私よりち

ょっと上の団塊の世代前後の方というのは、

概して、高度成長期で、とにかく物質的な豊

かさを大きくしていくことに関心のある方

が多かったので、どちらかというと、死生観

とか自然な亡くなり方というようなことに

はやや距離を置く傾向がある。逆に、もっと

さらに上の世代とか、先ほど打本さんがお

っしゃられたように、学生とかと接する中

で、若い世代ですね。つまり、ある程度物質

的な豊かさが実現された後の社会で育って

きて、あまり死生観みたいなことについて

は学校とかでは直接聞くことがなかったん

だけれども、「何で今生きているんだろう？」

みたいな関心が生まれている。ですから、世

代間のグラデーションということは私自身

割と感じてきたことで、まさにそれは日本

社会の変化といいますか、日本社会が経験

してきた時代をそのまま反映したものでは

ないかというふうに思います。 

とはいっても、さっき言いましたように、

実際には個人の差が大きいので世代間とい

う軸だけで決して説明できるものではない

と思います。また、さっき団塊世代の方と言

いましたけど、皆さん高齢期を迎える中で、

何らかの意味で、死生観といいますか、人生

全体を総括するようなことへの関心は高ま

ってきていたり、中にはコンビニで見かけ

る週刊誌でも毎週のように亡くなり方につ

いての記事がたくさん出てたり、そういう

意味では、このテーマに対する関心が全体

として高まっているのが今の日本全体の状

況としてあるのではないかなというような

ことを思ったりいたします。 

それから、楠神さんのおっしゃられた「地

元」の話、あと突然突きつけられるという話。

そういう意味では、やはりこのテーマはで

きるだけ早い時期から考えといたほうがい

いのではないかと思いますし、これは私の

もともとの考えなんですけど、亡くなる前

の１週間とか１か月とか、ある期間だけを

切り離して考えるのではなくて、人生全体

の中で看取りを考える、人生全体に対する

視点というのが重要なのではないかなとい

うふうに思ったりしております。 

それから、越智さんがおっしゃられたこ

とはまさにそのとおりで、死の種類によっ

て死生観の意味というのはまた全然異なっ

てくると思います。それは全くそのとおり

です。ただ、それを超えて、どのような死を

迎えるにしても、このテーマは何らかの形

で考えておくのは一定の意味があるのでは

ないかなというふうにも思ったりします。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

学生さんの話が出てきたから、青柳さんに

ちょっと。今、皆さんのお話を聞いて、新た

に何か思われたことはありますか。 
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〇青柳 光哉さん 

広井さんが「生と死のグラデーション」と

いうお話をされていたとき、前回越智さん

が交通事故などで亡くなる方の話をされて

いたのをすごく思い返しました。突然亡く

なってしまったとき、生と死のグラデーシ

ョンはどのようにイメージしたらいいんだ

ろうなということを考えたのですが、先ほ

ど自然死以外でも死生観はそれぞれ違うの

ではないかという話を聞いて、もっとそれ

について考えてみたいなというか、自然死

ではないところで考えていく必要が確かに

あるのではないかなというのをとても思い

ました。 

すいません。大ざっぱになってしまうん

ですが。 

 

〇上田 洋平さん 

はい、越智さん。 

 

〇越智 眞一さん 

 今、この会で話されているのは、亡くなら

れる方、御本人の話になっていくんですね。

でも、突然の死、不慮の死で一番大切なこと

は、当然亡くなられた方のことは非常に大

事ですけれども、大事な方を失った人たち

のケアが必要になっていくんです。その人

たちの中で、突然この世から消えてなくな

った人たちがどう活きていくか、どう活か

されていくかをケアしていくということが

非常に大事なことなんですね。 

もう一つ言えるのは、長期戦の、自然経過

で亡くなっていかれる方。介護・看護が長々

と続いていくと、今度はそれに当たってい

る方の疲労というのがあるんです。僕は、長

いこと見ていますと、これは非常に医者と

してクールに言わせていただきますけれど

も、３週間ぐらいが限度です。それを超えて

くると、やはり心の奥底、それからお話をさ

れる言葉の端々に「まだですか？」という言

葉が出てくる。それはもう否めない事実で

す。当然、疲労があるわけです。そういう方

の中でその死にゆく方をどう生かしてあげ

るか、そういうことが必要なんです。 

先ほども「離陸から着陸の時代」とありま

した。僕らは「ソフトランディング」という

言葉を使いますけれども、みんなが納得し

て、御本人も苦しむことなく旅立たれるよ

うに演出するのが医者の役目、最後の役目

になっているということ、それだけはちょ

っと追加させていただきたいというふうに

思います。 

〇上田 洋平さん 

 はい、ありがとうございます。 

そうですね。そういう意味では、その人の

人生全体を見るということも必要ですし、

終末の時期に差しかかったときに誰がどう

いうふうに伴走して寄り添うか。その距離

がどれぐらいの長さになるのかということ

はそれぞれあるかもしれませんけれども、

そういう観点からも考えていく必要がある

ということをまた御提起いただいたところ

であります。 

 さて、小一時間たちましたので、一旦ここ

で休憩を入れまして後半に移らせていただ

こうと思います。今日は、視聴していらっし

ゃる方から、あるいは会場の方からも質問

等をいただいております。委員のみんなで

話しているだけじゃなくて、そういうのも

ちょっと拾いたいなと思うので少し早めに

休憩を取らせていただいて、それを見なが

らまた議論をしていく後半戦に入っていき

たいというふうに思います。一旦ここで休

憩を入れたいと思います。 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課） 

 それでは、約 10 分間休憩とさせていただ

きます。今、既にいただいたコメントを会場

のホワイトボードに貼り出していっており

ます。休憩中、それを映させていただこうか

と思いますので、オンラインの方も御覧い

いただければと思います。 

再開は３時半からとさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

それでは、休憩させていただきます。 

 

【休憩 約 10 分】 
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〇事務局（滋賀県企画調整課） 

 それでは、再開させていただきます。 

前半に引き続き、上田さん、よろしくお願い

いたします。 

 

〇上田 洋平さん 

 

はい、ありがとうございます。では、後半

に移りたいと思います。 

まだ御発言いただいていない委員の方も

いらっしゃいますので、まずは、そのお二人

に聞いていきたいと思います。今、休憩中に、

皆さんからいただいた質問等を見せていた

だきまして、ちょうどお二人の委員さんに

絡めてお聞きしたいなというようなことも

ありましたので、それを紹介しながら話を

始めてみたいと思います。 

「死生観の空洞化と再構築」が今日のテ

ーマだと申し上げましたが、例えば、いただ

いた中に、「リアルの『死』を知らない子ど

もに伝える難しさがあると思います。」とい

うご意見があります。空洞化とか再構築と

言っても、なかなか難しいんじゃないかと。

そういう意味で、藤井さんは「デス・エデュ

ケーション」というようなことを前回キー

ワードとして出していらしたかと思います。

また、ミウラさんは、日々、死への願望とい

うか、そういう思いを持っている子どもた

ちと向き合ったりしている。一体その子た

ちは死というものをどれぐらいリアリティ

ーを持って感じているのかというようなこ

とも私自身気になりましたので、まずお二

人の委員にこの「リアルの『死』を知らない

子どもに伝える難しさがある」という御意

見についてお考えをお聞かせいただきたい

と思います。これは死生観を再構築する上

でも非常に重要なテーマかと思います。 

では、まず藤井さんからお願いできます

でしょうか。 

 

〇藤井 美和さん 

 

こんにちは。関西学院大学で死生学を教

えています。学生に対しても生きること、死

ぬことについて何らかの問題意識を持って

もらいたいと思いながら関わっております。 

 リアルな死を教えることは、やっぱり難

しいですよね。これは、恐らく今の状況の中

では誰もが感じていることだと思います。 

私が一つ思うのは、前回も言いましたけ

れども、リアルな死を教えるという「死」に

焦点を当てると「死とは？」という話になっ

てしまって、そこに関心を持てない人が出

てきます。逆に、生きるのがしんどくて死に

たいという人も多いんですよね。今、自殺は

10 代が増えています。「死生観」とか「死と

は？」という哲学的な関心は持てなくても、

「苦しいから死んでしまいたい」あるいは

「自分は何のために生きているんだろう？ 

私がいなくたって別に世の中何も変わらな

いし、私が死んだって誰も悲しまない」と思

っている若い人たちもいるんですね。だか

ら、死そのものを教えるというふうになっ

ちゃうと、ものすごくハードルが高くなっ

てしまうんじゃないかと思います。 

そういう意味では、死を考えるというこ

との意味がどこにあるのかを考えることが

大切です。これも前回言いましたけれども、

「あなた、もう死が間近ですよ」と言われた

ときに「残された時間をどう生きようか」と

なる。つまり、死が迫ってくることによって
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生きること、いかに生きるかというのが大

きなテーマになるわけですよね。あるいは、

生きることに意味が見いだせないから死ん

でしまおうというふうにもなるわけです。

つまり、生と死はつながっていて、「リアル

な死が見られないから、死を考えていない」

かというと、そうではないと思っています。 

先ほど広井さんが「学生は結構関心を持

っています」とおっしゃいましたし、打本さ

んもそのようにおっしゃいました。私も同

じように感じています。実は、「死とは？」

という話ではなく、生きる苦しみだったり、

死を目前にしたときにどんなことを思うか

だったり、そういうことは若者がとっても

関心を持っているテーマなのだと思うんで

すね。 

いろんなところに目を向けると、死にた

いと思っている人は結構、周りにたくさん

いたり、一方で、高齢のおじいちゃん、おば

あちゃんに会いにも行かないという若い人

たちもいるわけなんですね。そこに何かき

っかけを与えるのが教育の役割かなと思っ

ています。 

私は、「一般的な死」と、死を三人称的に

捉えると、なかなか捉えにくいので、死生学

の授業の中では、例えば自分が病気を持っ

ていたり、自死で家族を亡くした方だった

り、あるいはホスピスで死にゆく人を看取

ってきた方だったり、そういった当事者や

二人称という方に来ていただいて、お話を

聞かせていただいています。今身近にない

環境を授業の中に持ってくるということは、

一つ大切なことではないかと思ってやって

います。 

そして、学問的に三人称的な学びをして、

二人称的な当事者や関わっている方のお話

を聞いて、授業の最後には自分が亡くなっ

ていくという一人称の体験として「死の疑

似体験」というワークショップを、もう 20

数年やっています。これが長いか短いか分

からないですけれども、自分が亡くなって

いくということを疑似的に体験する。それ

はがんになってという設定にしていて、亡

くなっていく過程で大切なものを手放して

いくという体験です。その後、振り返りを書

いてもらうんですが、この 20 数年、あんま

り変わらないんですね。これは、命に対する

本質的なところが変わっていないという所

が大きいんじゃないかと思っています。 

まず、亡くなっていくプロセスで大切な

ものを手放していくんですけれども、最後

に残っていくものの中で圧倒的に多いのは

お母さんなんですよね。母親。これは、実際

のお母さんというのももちろんあると思う

んですけれども、それだけじゃなくて、自分

を無条件に受け入れてくれるというか、い

つも支えてくれる存在というものの代表と

して挙げられているんじゃないかと、私自

身は捉えています。 

また、ほかにも愛とか信頼というものが

あります。愛というのは愛情という愛では

なくて、自分をここに生まれさせてくれた

大いなるものに感謝したいとか、愛し愛さ

れるということの中にすごく大切なものを

見いだした、というものだったり。あとは、

自分は一人で生きているから自分なんか死

んだっていいと思ってたけれども、自分自

身が死んでいく体験をしていく中で「ああ、

実はいろんな人に支えられてたんだ。一人

じゃなかったんだ」ということに気がつい

て、自分が死ねばいいと思ってたのはちょ

っと違ったかなと思うような学生もいます。

それはもう、この20年間、毎年みられます。 

もう一つ大きなものは、今日の広井さん

のお話にもつながるんですけれども、「生か

されている」ということを書く学生がとっ

ても多いんですね。つまり、生きてたと思っ

てたんだけど、実は何か生かされて今ここ

にあるんだというふうに思えたと。言葉の

使い方は様々違いますけれども、そのよう

なことを書いている学生も多いです。 

また、先ほど幸せという話も出ましたけ

れども、自分が幸せかどうかということを

考えてきたけど、今もうここにいて普通に

生活していることが幸せだったんだという

ことに気がついたという学生はとても多い

ですね。 

ですから、「これがリアルな死ですよ」と

リアルな死を教えるというのは、今は在宅

死が多くはなってきているものの、なかな

か難しいと思うんです。でも、死というのは

「いかに生きるか」とセットになっている

から「死にたい」が出てくるわけなんですね。

ですから、そういった「生き方」のところか
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ら、一人称として、自分の問題として、ある

いは本当に自分の友達が苦しんでいるとか、

そういった問題として捉えることによって、

死そのものの見方が、「遠い死を考えましょ

う」ではなく、もっと身近なものとして、自

分に引き寄せて考えられるんじゃないかな

と考えています。 

 

〇上田 洋平さん 

 ありがとうございます。 

キーワードをいろいろ出していただきま

した。三人称から二人称、そして一人称へと

いう段階を経て、自分に引き寄せて考える

ことができるようになる。それから、ワーク

ショップをずっとされるなかで、20 数年変

わっていないものは「母」。つまり、無条件

に自分を受け入れてくれるものの存在であ

るとか、愛、あるいは支えられている、生か

されているということへの気づき、あるい

はそういうことを皆で話し合って共有でき

ること、こうしたことにも死生観の再構築

に関してのヒントがあるように思いました。 

ミウラさん、いかがでしょうか。 

 

〇ミウラ ユウさん 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。ＮＰＯ法人好きと生

きるのミウラ ユウと言います。よろしくお

願いします。 

リアルな死を教えるのが難しいという話

なんですけど、先ほどから上田さんがおっ

しゃってくださっているみたいに、比較的

若い年齢の人たちからの相談を今たくさん

受けていまして、多くの若者たちが「もう消

えてなくなりたい」と。「死ぬ」というより

も「消えたい」ということを言う人がすごく

多いんですね。 

消えたいというのはどういうことなのか

なと思ったときに、自分の存在意義が感じ

られなかったり、自分が誰かに認められて

いなかったり、もしくは自分自身で自分を

否定していたり、そういうことから起きる

「消えたい」なのかなというのは感じるん

ですね。 

私は何の専門家でもないですので、学術

的なこととか、例えば先ほどからおっしゃ

られているような哲学的なこととか、そう

いうことで語るのができないんですけど、

生み出す「生」として、直感というか、そう

いうもので感じたことをお話しさせていた

だくとすると、今やっぱり社会背景的なも

のがとてもしんどくて、幼いときから優と

か劣があって、勝つとか負けるがあって、そ

れに向かって自分は優れていないと駄目だ

し、勝てないと駄目。私たちの世代に「勝ち

組」みたいな言葉ができて、すごく好きじゃ

ないんですけど、その勝ち組に入れない人

たちは、社会に必要なかったり、社会に居場

所がなかったりする。家庭の中でも、社会に

出ても、学校の中でも毎日毎日そのことと

向き合いながら、ちょっと心の余裕を持っ

て何か楽しいことをしようかなとか、そう

いうのを考える暇が全然ない状態でみんな

生活しているので、それは普通にしんどい

なと思うんですよ。「生きてるのがしんどい

わ」とか「生きづらいわ」みたいなことを若

い子たちがよく言うんですけど、確かに毎

日毎日そんなことばっかり追っかけてたら

しんどいに決まっているし、まず社会全体

で、優れているものよしとするとか勝てる

人じゃないと駄目みたいなことを一回休憩

するというか、「みんなでやめへん？」みた

いなことをしない限り、これはもうずっと

続くんじゃないかなという気がしているん

ですよね。 

それと、いつもそういう相談を受けると

きに「死んだらどうなるんやろうね」「死ん

だら楽になるのかな」みたいな言葉がよく

相談者から出るんですけど、死んだ人がど

うなったかを語る機会というのはないじゃ

ないですか。当たり前ですけど。たまにびっ

くり人間みたいな人、死んだと診断された
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けど起き上がったみたいな人がいるかもし

れませんけど、多くの人は死んだらもう語

れないわけで、死んだらどうなるかなんて

いうことは誰も分からない。 

それは生まれてくるときも同じで、自分

の意思で、まあ、胎児を医学的な何かで生ま

れさせようとして生まれてくることはある

かもしれませんけど、そのとき自分の意思

でもって「さあ、今から人間社会に生まれて

いくぞ。何か楽しいことあるかな」みたいに

なって生まれていくわけじゃない。 

だから、どちらも、自分の意思がない状態

で生まれてくるし、自分で選べない状態で

死んでいくのがほとんどだと思いますし、

それに対してどうなるとかこうなるとかの

正解が何もない世界だと思うんですよ。「ど

う生きたら正しいんですか」というのも正

解が分からないし、「死んだらどうなるんで

すか」というのも正解が分からない。何とも

分からないことを背負いながら「生まれて

きたからには、ただ生きるしかない」という

状態でみんなが生きていく。それが、助け合

えたり、支え合えたり、信頼できたり、それ

こそ愛し合えたりする社会であればいいん

ですけど、今それがすごく薄くなっちゃっ

てて、「自分の意思ではなかったけど、生ま

れてきてよかったな」と思えることがあん

まりないという気がするんですね。 

その中でどうやってリアルな死を教えて

いくのかという話になると、正直言って、私

はもう「分からない」と言うしかないという

か。ごめんなさい。大人として自分でもどう

していいか、正直分からない。ただ、生まれ

てきてくれたこと、ここにあなたが生きて

いることはとても大事なことだし、大切な

ことだし、何もできなくてもいいから、生き

てそこにいてくれることが全てだと思って

いるということを毎回伝えるようにしてい

ます。何かを指導するとか導くとか、理解さ

せるとか教えるではなく、私は「隣に座って、

あなたと一緒におしゃべりしてたいわ。一

緒にいようね」ということを言える大人で

いたいなと思っています。もしかしたら隣

に座っていたことで子ども自身が、若い人

自身が「ああ、こんな人もいるんだ。もうち

ょっと一緒にいてみようかな」と思ってく

れたり、「しんどい世の中だけど、自分はこ

ういうことが好きだからやってみようと思

うんだけど、どう？」と言ってきてくれたり

すると、「それ、いいじゃない。一緒にやろ

う。私にも教えて」とか言いながら若い人や

子どもたちと一緒に生きていたいなと思う

んですね。 

死は決してネガティブなことではないと

は思いますし、駄目なことじゃないとは思

うんですけど、死んだらどうなるのかが分

からないから、それは普通に怖いと思うん

ですよ。死に対して恐れるし。だから、そう

いうことを否定しないで、「怖いよね」と。

「死にたくなる気持ちも分かります。死な

ないでほしいと私は思うけど、あなたが死

にたい思いを抱えていることはとてもよく

分かるし、それが駄目なことだとは思わな

い」というふうにして一緒にいるというか、

一緒に考えるというか、正解を導き出さな

いのが専門的なことを何も知らない、ただ

ただ直感で生きている私のやり方なのかな

と思ってます。 

何の参考にもならないかもしれないんで

すけど、そういうことを日々やっているか

なと思います。 

 

〇上田 洋平さん 

 はい、ありがとうございます。参考にもな

らないことなんて全くないです。大変重要

な指摘、提起をいただきました。 

視聴者の方から、「私は現代は忙しすぎる

ことが多いと思います。」と。これは、ミウ

ラさんがさっきおっしゃっていたようなこ

とにも通ずるかもしれません。「自分のこと

を考える時間がない」とか「ゆとりを持てる

時間がない」、常に査定されたり、比べられ

たり、追い立てられたりという中で考える

時間がないのではないかというようなこと。 

あるいは、「他人の死に対してどう感じる

か。」と。例えば「人身事故で電車が止まっ

たときに、ふと私の心に『なぜ今なんだよ！』

と苦々しく思ってしまう気持ちがあった」

と。これは、この方だけではないだろうと思

います。そして、人身事故などがあるとアナ

ウンスは「皆さん、お急ぎ中のところを大変

御迷惑をおかけします」みたいなことを言

って、それを聞いて、もう何とも思わない不

感症みたいになってしまっているような自



 

23 

 

分がいることにも気づくんじゃないかと思

いますが、そんな御意見もあります。 

忙し過ぎるんじゃないか。比べられ過ぎ

ている、あるいは立ち止まって考えられな

い。これは広井さんが先ほどの話題提供の

中でも、時代の転換の中でもうそろそろそ

ういう右肩上がり、一生懸命追いつけ追い

越せじゃなくていいんじゃないかとおっし

ゃっていたことと通じると思います。「第三

の定常化」というようなキーワードについ

て触れていらっしゃる人もいたんですが、

広井さん、いかがでしょうか。 

 

〇広井 良典さん 

先ほどの藤井さん、ミウラさんのお話、こ

れはまた非常に印象深く、かつ考えさせら

れる内容だと伺ってました。 

まず、藤井さんのほうは学生のお話をさ

れて、また最終的に今日のテーマは生き方、

どう生きるかという問題として捉えていく

と。私、そのとおりだというふうに思いまし

た。それから、ミウラさんがおっしゃられた

のも本当にそのとおりで、今日のこの「死生

観」のテーマというのは社会的なことと非

常につながっているわけですよね。ミウラ

さんのお話にありましたように、今の社会

の生きづらさというようなこととか、消え

たいというようなお話もあったり。 

ですから、今日のテーマは、一方で看取り

の在り方といったお話であったり、今日私

がお話しした「地元」とか「還っていく場所」

とか「自然とのつながり」という話であると

同時に社会的な話と非常に関わっていて、

この死生懇話会でまさにそこまでも含むも

のとしてテーマを設定されたのは、そこに

意味があったというふうに逆に思っていま

す。 

特に、今、上田さんが言ってくださったよ

うに、またミウラさんの話にもあったよう

に、競争社会というか、とにかく拡大・成長

を目指していくような社会の中では生きづ

らさみたいなのが増していっていると。で

すから、死生観の話というのは、やはり社会

の在り方と、そこでの人とのつながりとか、

何を目指しているような社会であるのかと

いうようなこととつながってくるというこ

とで、それが今のミウラさんの話から特に

はっきり浮かび上がってきたと思います。 

この死生懇話会がどこまで射程を広げる

かということとも関係してくるかと思いま

すが、私は、社会の在り方、人とのつながり

とか関係性、そこと死生観、死生の話という

のはつながってくると。ここはやっぱり重

要なところかなというふうに思いました。 

 

〇上田 洋平さん 

 そうですね。社会とのつながりというこ

とでいうと、つい先日の中日新聞の記事に、

死をめぐる自由権、個人の自由、と社会権と

いうか、そういうようなテーマで記事があ

ったように思うんですが、その中で印象的

だったキーワードがあって、「苦を抱えて生

きる権利も人間にはある」と。その「苦を抱

えて生きる人間」をどうやって社会として

支えるか。青柳さんが最初に言ってくれた

「死から逃げて生きる」あるいは「苦から逃

げて死を選ぶ」、こういう個人の自由という

のも最近では議論されつつある。それを突

き詰めると、安楽死とか尊厳死ということ

になるのかもしれない。一方で、「苦を抱え

て生きる人」を社会でどう支えるのか、社会

の中での――「社会による自由」つまり「苦

を抱えた人」が社会の中で、社会の支えがあ

るからこそ自由に生きられる、そういうこ

とだってある。ミウラさんのお話はそれと

通じる話だなと思いました。 

さて、この会は懇話会というよりもシン

ポジウムみたいになってきておりまして進

行が大変なんですが（笑）、御意見をいただ

いておりますので、できるだけ拾いながら

進めたいと思います。 

みなさんの御意見は全部つながっている

ように思うのですが、例えば、ちょっとこれ

は私も関心があって、今日のもう一つの重

要なテーマ「再構築」の中で、「「地元」とい

う言葉に共感します」と。しかし、「地元を

持てる持てないはある意味運命であり、『地

元』を持てる人は幸せなのだろうと思いま

した。」と。広井さんには私が取材したお年

寄りの方の話を引用していただきましたけ

れども、かつては、「私、ここで生まれてこ

このものを食べてここで育って死んで、死
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んでも役割があって」と、こういうはっきり

とした「地元」があった。 

だけど、一方で、「『帰る場所』について、

引っ越しが多く浮き草のような人生でした。

夫や自分の親の墓に入りたくない私が、夫

と家の近くの合祀の墓に入ることに決めた

とき、なぜか心が楽になりました。死んだら

愛犬にも会えるので死に怖さをかんじなく

なりました。不思議です。」と、こういう方

がいらっしゃる。 

この「地元」ということがかえって人を苦

しめるというか、死生観を考えるときに「じ

ゃあ、俺、地元がないじゃないか。どうした

らいいの？」というようなことがあるかも

しれない。この辺についてはいかがでしょ

う。さっき休憩時間に越智さんから「地元」

について立ち話でしたが示唆的な話をいた

だいていましたので、越智さん、いかがでし

ょうか。 

 

〇越智 眞一さん 

 非常にしゃべり言葉になって申し訳ない

んですけども、「地元」という言葉は、最近

は使われなくなりましたけど、昔、行政は

「住み慣れた場所で」という言葉をよく使

っていました。僕は、逆に、その「地元」と

いう言葉の代わりに、例えば死ぬ場所であ

れば「死にたいところで」と。それは御自宅

であってもいいし、例えば行ったことない

ところ。まあ、国内に限りますけれども、北

海道の原野の真ん中で死にたいんだと。も

しそういう施設があれば、そこへ行って亡

くなると、そういう死に場所を選ぶ自由と

いうのもね。それが地元なんだろうという

ふうに考えてます。 

例えば、滋賀県が「琵琶湖が見えるところ

を提供しますよ」という話をすれば、全国か

ら死にたい方が――死にたい方と言うとお

かしいですね。自死希望者ではないですよ。

人生の最期を終えようという方が集まって

こられてもいいじゃないですか。それぐら

いの寛容な心をみんなが持って、それで安

らかに逝っていただく。これはもう生き方、

死に方、それからその方が納得して逝かれ

たことによる残った方の満足につながって

いくように思いますけれども。ちょっとそ

ういう意見を持ってます。 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

楠神さん、何か御意見ありそうですね。「地

元」ということも含めて。 

 

〇楠神 渉さん 

 今日は「地元」ということを考える機会も

いただいたわけですけども、私はその「地元」

というのを「居場所」というふうに言い換え

てもいいんじゃないかなと思っておりまし

た。生まれ育った地元という意味ではなく

て、自分が死を迎えるであろう居場所。例え

ば、このおうちだったら家族みんながここ

で最期を迎えることを許してくれるんだと

か。 

もしくは、居場所というのは、死だけじゃ

なくて、生についても言えると思うんです

ね。生きる居場所。この仲間がいるからここ

で生きられる、そういう居場所がある。それ

は決して生まれ育った地元だけじゃなくて、

今この仲間がいる場所というのもあるかも

しれません。 

だから、生と死はつながっていると思う

んですが、そこで共通の言葉として「自分が

認めてもらえる居場所」「最期を迎えること

を許してもらえる居場所」、そういう居場所

をどういうふうに見つけていくのか、ちょ

っとそんなことを考えてみたいなと思いま

した。 

 

〇上田 洋平さん 

 ありがとうございます。 

広井さん、どうですか。居場所があれば、ど

こで死んでもいいじゃないかと。そこで長

く関係を築いてきて死ぬということとはま

た別の、「地元」という考え方にもいろいろ

幅があると思うんですが、「地元」というの

はどう考えたらいいんでしょうね。 

 

〇広井 良典さん 

私はもともと岡山が実家で、私の中では

そこが地元なんです。私は、東京とか千葉と

か京都とか、いろいろ移動してきた人間な

んですけど、ちょっと格好つけた言い方を

すると「魂はふるさとに置いてきた」みたい

な、そういう感覚を持ってきたんです。だか

ら、心の中の地元というのはやっぱりすご
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く大事だと思っているんですが、一方で、そ

れは、先ほどのコメントにもありましたよ

うに、必ずしも普通の意味の「地元」という

のに限らず、人間にとってはまさに先ほど

楠神さんがおっしゃられた「居場所」という

ことですから、いろんな形があるというふ

うに思います。要するに、そこで心が休まる

というか、自分が認められるというか、「そ

こにいてもいい」と安心できる場所という

ことですから、それは、ふるさととか、何か

特定の場所に必ずしも限らなくて、いろん

な形があるのではないかと思います。 

先ほどの楠神さんのお話でちょっと印象

に残ったのは、「地元」を「居場所」という

ふうに考えていくと、それは、死生観とか、

死んだらそこに還るという話だけにとどま

らず、生きているこの社会の中での居場所

というような、そういう死も生も含んだ話

になってくると思いますので、この「地元」

とか「居場所」というのは今日のこの「死生」

のテーマで結構キーワードになるような気

がして伺っておりました。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

私がかつて地域で聞いて、今日、広井さん

が引用してくださった話のなかで、地域の

お年寄りが自分の地域のことを「ここが私

の在所です」とおっしゃった。僕はあれを聞

いたときに、「このおじいさんにとっては体

も心も魂もここが在所なんだ」と感じた。こ

ういう場所を持っていらっしゃる。しかし、

ここにご意見を下さった方のように、体は

ここにある。しかし、心、魂はそれぞれみん

な、切り身になってと言うと変ですが、そう

いう形で現代人は生きているんじゃないか

と思うので、その中でたった一つの居場所

とか地元というのはなかなか難しい。これ

を今後どういうふうに考えていくか。これ

は深い、面白いテーマだと思いますし、再構

築の場合に「じゃあ、そういう地元、居場所

をどう皆でつくっていくのか」ということ

は重要かと思います。 

三日月さん、越智さんが言われた「皆さん、

滋賀県に死にに来てくださいよ」と、こうい

うことになった場合、しかし、それは県とし

てはなかなか大変ですよね。天を仰いでい

らっしゃいましたが、どうですか。そのほか

のこれまでの議論も含めて御意見をいただ

きたいんですが。 

 

〇三日月 大造 

そのテーマで当たるとは思ってなかった

んですけど（笑）、でも、以前、CCRC の話が

あったときに、「死に場所をどこに求めます

か？」というとき、琵琶湖が真ん中にあって、

周りに山々があって、人と人とが支え合え

る環境を大事にしている滋賀県、例えば「自

分が天に旅立つときに滋賀県なんかはどう

ですか？」と言えるようになったらいいな

というのは本音であります。ただ、そのこと

を何人かの方に申し上げたときに、もう知

事になってましたけど、決まって出てきた

反応は「いや、知事、それはあかん」と。な

ぜか。高齢者ばっかり集まってきて社会的

費用が物すごくかさむ、もしくは地域が大

変なことになるといった趣旨で反応があっ

たことを強く覚えています。 

ただ、越智さんがおっしゃったことと今

私が言ったことからも象徴されるように、

老いて亡くなる、支え合うということが何

となく社会的費用の面で捉えられてしまう

風潮とか、「いることだけでいいんだよ」「あ

なたそのものがいいんだよ」と言えてない

社会のありようというのが出ているような

気がしてね。だから、例えばこの死生懇話会

が、さっき広井さんもおっしゃってました

けど、そうじゃないもう一つの社会のあり

ようというのを何か探っていくきっかけに

なったらいいなと思いましたね。 

あともう一つだけ言うと、私ごとで恐縮

ですけど、私は滋賀の人間ですが、連れ合い

は熊本の人間です。私の父の墓は大津にあ

るんですけど、「あんた、死んだらどこへ行

くの？」と言われて「僕は滋賀だなあ。で、

君は？」と言ったら、「いや、私、滋賀はか

なんな」と。でも、そういうことってあると

思うんですね。今、１、２時間お話を聞いて

て、死に場所をどこに求めるのか、これはど

う考えたらいいのかななんていうのが――

ちょっとごめんなさい。まとまってないん

ですけど、すごく大事なテーマとしてある。 

そういう意味で言うと、旧来あるお墓と

か家とか、在所、地元だけにとらわれ過ぎな
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い居場所、死に場所、在所みたいなものもあ

っていいのかなと思いましたね。 

 

〇上田 洋平さん 

そうですね。分骨というやり方もあるか

と思います（笑）。息子さんなどは、ひょっ

としたら、お母さんのところに行きたいと

言われるかもしれないですね。それはちょ

っとせつないですが（笑）。まあ、この「地

元」についてはこれからまた考えていきま

しょう。 

今、三日月さんがおっしゃった「死」「老

いること」、これをどうしてもコストの面で

考えてしまうところがある、この辺をどう

乗り越えるか、あるいはどういう価値観で

考えるかということも必要だろうと思いま

す。 

そういう意味で、この方、「ケアマネジャ

ーの仕事をしています。ターミナルを迎え

ている方、また、親族に対しても時間も限ら

れている中、揺れ動く気持ちに付き合うこ

としかできません。」と。あるいは「『もう、

長く生きすぎた。』『早くお迎えにきてほし

い。』と仰る高齢者の方に対し、どう言葉を

かけてよいか戸惑います。」と。 

あるいは、「『人生 60 年時代』は『長寿』

は善であり夢だった。早く死ぬことの悔し

さと、周囲の哀しみに折り合いをつけるこ

とが死生観の中心にあったと思います」と

いうご意見もあります。深いですね。さらに

「『人生 90 年時代』には、個人として『自

分の苦や周囲への迷惑のない死』が新たな

テーマになっているようにも思えます。」 

あるいはまた、「私の祖母は 104 歳まで生

きました。しかし、晩年は、耳も聴こえず、

目も見えず、ただ食事を摂る日々でした。コ

ミュニケーションは身体を触ってあげるこ

とぐらいでした。『早く死にたい』というの

が口癖でした。その言葉を聞くのがとても

辛かった覚えがあります。ですので、長生き

が幸せなのかというお話はとても考えさせ

られます。皆さんは、長生きしたいですか？」

と。 

今紹介したこれらは全部つながっている

と思います。そして、これらはまたコストと

いうことにもつながっている。長く生きて

しまって私は家族にもみんなにも迷惑をか

けているんじゃないか、あるいはそれは罪

なんじゃないかということですよね。その

辺についてどうしたらいいのかな。楠神さ

んにばかり聞いているような気もしますが、

テーマによって偏りがありますことをお許

しください。楠神さん。 

 

〇楠神 渉さん 

そうですね。今、ケアマネジャーの人から、

早くお迎えに来てほしいだとか、ちょっと

長生きしたんじゃないかみたいなことに対

してどう答えたらいいんだろうかという質

問がありましたね。私たちケアマネジャー

も、あるいはお医者さんもきっとそうだと

思うんですが、こういう問いかけをたくさ

ん受けることが実際にあります。そのよう

なときに、これが正解ではないかもしれな

いんですが、私は「どうしてそのように思わ

れましたか？」と聞くようにしております。

そうすると、例えば早くお迎えに来てほし

いと言われた方が、実はトイレに一人で行

けなくなって息子に迷惑をかけているんだ

と。そんな日々がつらいから早くお迎えに

来てほしいんだと思う方がいらっしゃった

ら、その人には「じゃあ、ちょっとおトイレ

に行く方法を一緒に考えましょうか」と。

「今ここには手すりも何もないけど、ここ

に持つところがあったら行けませんか？」

と言ったら、「そしたら、行けるような気が

する」とおっしゃる方もいらっしゃいます。

そうすると、お迎えに来てほしいという理

由が迷惑をかけているということであれば、

「迷惑がかからない方法を一緒に考えよう」

みたいなことも一つの回答かなと思いまし

た。 

だから、本心の本心、心の奥から「早く死

にたい」と思っている方は実は少なくて、先

ほど言ったコストのこととか迷惑をかける

とか、そういったことに遠慮して、そんなこ

とであれば死を迎えたいと思っている方も

いらっしゃるんじゃないかと。そういう方

が多いように思います。そうであるとすれ

ば、何か違う提案をすることもできるのか

なとケアマネとしては思っております。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。はい、越智さん。 
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〇越智 眞一さん 

医者の立場から言わせていただくと、や

はり何人か「もう死にたい。早うお迎えを」

と言う方がおられました。私は、全部「生き

たい」という言葉の裏返しというふうに受

け取りました。 

これは決してやってはいけないことと思

いますが、90 代後半、もうじき 100 歳とい

うおばあちゃんが「もうあきまへんな」と顔

を見るたびに言ってくる。95 歳ぐらいのと

きから５年間にわたってそう言いましたの

で、５年間付き合ってもう嫌になったので、

「そうかもしれんなあ」と言ったら、ぴたっ

と言わんようになって、それから５年生き

ました。やはり「生きたい」という言葉、「も

う駄目ね」という問いかけは「どうもないで

すよ。頑張れますよ」という言葉を期待して

おられると思います。それを煩わしいと思

わずに拾い上げていく、それが医療であっ

たり、介護であったりということだろうと

いうふうに思っております。 

 

〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

では、ちょっと Zoom の皆さんにもお聞き

したいと思います。 

この御意見は宗教者でもある打本さんに

投げてみようと思うんですが、「キリスト教

やイスラム教、ユダヤ教の死生観では、最後

の審判でその後が決まり、それがすべてで

す。ですが、東洋思想、特に仏教やヒンドゥ

ー教では、１回の死が終わりではありませ

ん。続きがあるからこそ、『この生』を大切

にする気持ちも大切になります。」とか、あ

るいは、質問というわけじゃないんですけ

ど、「今の若者たちも霊能者といわれる方か

ら『あなたの前世はこの時代のこのような

人でした。三代前は、このような人でした。』

というようなことを信じる人も多いです。

私の知人のスイスの女性で、前世は日本人

の侍だった記憶を持って生まれ、今京都に

すんでいる方がいます。」と。この辺の死後

の世界へのイメージのこと。あるいはもう

一つ、臨床宗教師として「死にたい」「早く

お迎えに」というような言葉をどう受け止

めておられるかということをお聞きしたい。

まあ、「『お迎えに来てもらえる』というのは

「あの世」があって、「お迎え」が来るとい

う死生観がある」という意味でもあると思

うんですけどね。このような感想やコメン

トもいただいてますが、打本さん、何か一言

いただけますか。 

 

〇打本 弘祐さん 

はい、ありがとうございます。 

今日の広井さんの「日本人の死生観」のと

ころにも仏教というのがあって、そこには

「生と死の二極化」とか「浄土」とか「極楽」

という言葉が出てまいりました。 

それで、仏教の中でも様々ありますけれ

ども、お迎えのことですね。浄土という世界

から仏様が迎えに来てくれる、あるいは菩

薩が迎えに来るというのは、かつての、例え

ば平安時代から説かれてくる死生観として

一つあります。 

最近の研究の中にも、これは決して仏教

とか宗教の世界の話だけではなくて、「お迎

え現象」というのを東北のほうで調査した

ものがあります。それは、在宅ケアの中で看

取りをしていくわけですけれども、亡くな

った方の御遺族にいろいろと聞き取り調査

をしていくと、不思議なことですけれども、

あの世から先祖が、家族が迎えに来て、最期

穏やかに亡くなっていったという遺族の声

を拾い上げています。 

このようなことを考えますと、宗教、特に

私の話で言えば仏教なんですけれども、仏

教がかつて言っていたことというのは決し

て十把一からげに今現代に通用しないとい

うふうに考えるのではなくて、何か日本人

の中にそういった死生観を持っていたもの

が今も実は続いている、それが現代的な調

査の中からも明らかになっている。それで

一つ「お迎え現象」というような捉え方がで

きているのではないかなと思います。 

ちょっと私ごとで大変恐縮なんですけれ

ども、個人的なことを申しますと、私は３年

ほど前に心臓の手術をしまして、そのとき

に全身麻酔をしたんですね。それで、私の中

では意識がないんですけれども、お医者さ

んに私自身がこんなことを言ったそうです。

「仏さんが迎えにきてくれはった。お経に

書いてあることはほんまやったんや」と。そ

んなことを私は言ったそうであります。麻
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酔が覚めた次の日にお医者さんから「さす

がお坊さんですね」と言われたんですけれ

ども、私の教えの教義の中ではそれは期待

してはいけないことと言われてまして（笑）、

私は、喜んだどころか、大変落ち込んだとい

う逸話がございます。 

私自身は、本当にこれは個人差があると

思うんですけれども、そういったことがあ

るということもまた認めていくのが大切な

ことなのかなと思います。先ほど前世のお

話もありましたけれども、輪廻のことにな

ると、私の中では前世のことは覚えていな

いのでなかなか語れないんですけれども、

そういった考え方を持っておられる方の思

いをもう少し聞いていきたいなと。そこを

聞いていくことによって何か教えていただ

ける。私の死生観が豊かになるかもしれな

いし、生き方が広がるような、そういうよう

なことを思うんですね。だから、決して、特

定の教義を信じるとか、そういったことだ

けではなくて、「私の死生観を豊かにしてく

ださる」というようなところで話を聞いて

いきたいなというふうに今ちょっと思った

ところです。個人的なことも含めてだった

んですけれども、お許しください。 

 

〇上田 洋平さん 

いえいえ、ありがとうございます。視聴者

のなかにも全身麻酔のことを書いてくださ

っている人がいまして、「麻酔が切れて痛み

が来て、泣きそうなくらい痛かったのです

が、その時『生きているからこそ痛いんだ』」

と。全身麻酔というのは、ひょっとすると、

我々が体験する一つの仮死の状態かもしれ

ないですね。 

時間が迫ってまいりました。ミウラさん

や藤井さん、この際、何かございますか。も

しあれば、どちらからでもいいんですが。 

藤井さん、どうぞ。 

 
〇藤井 美和さん 

いろいろ興味深いお話を聞かせていただ

いて、ありがとうございました。今幾つか出

たお話の中で私がちょっと思っていること

をお話しさせていただきます。 

居場所ですけれども、居場所そのものは

具体的な場所である必要はないのかなと思

います。それこそ、家のない人だったり、い

ろんな事情で地元がない人はいっぱいいて、

あるいは、あるけど帰れない人もいると思

うんですね。日本人はよく「心の居場所」と

いう言葉も使うと思うんですけれども、や

っぱり居場所というのは関係性でできてい

るんじゃないかなと思うんですね。具体的

な関係性と、それだけじゃない見えない関

係性。例えば自分の存在を認めてくれる場

があれば、全然知らない場所でも居場所に

なるんじゃないかと思います。 

それをもっと進めると、今日の広井さん

の話になっていくと思います。スウェーデ

ンのトーンスタムは私も大好きなんですけ

ど、老年的超越ですよね。それによると、も

う既に自分の存在自体が宇宙と一体化する

とか、生と死の境がなくなると。突き詰めて

いくと、居場所を物理的なものに求めたり、

あるいは誰かとの関係性が回復しないと居

場所にならないと言ってしまった途端、人

間は限界を超えることができないと思うん

ですね。そういった有限性――言葉はちょ

っと難しいですけど、有限か無限かという

構造が、実は私たちが命を考えるときのも

のすごく大きなハードルになっているんじ

ゃないかと思うんですね。「物理的環境が整

ったら幸せなんだ」と言っても、整っていて

も幸せを感じられない人もいるわけです。

私が思う幸せだったり、人間の在り方とい

うのは、やっぱり有限性を超えるところに

しかないと思うんですよ。 

今日のお話の一番最初にありましたけど

も、現代は、人間が、脳とか身体中心で見ら

れるようになっています。脳みそを移植す

るとか、体の遺伝子を治して不老不死にで

きるとか。本当にそうなっていくと、私たち

はいつまでも生きられる。あるいは、今ｉＰ

Ｓ細胞で色んな臓器が作れるようになって

きました。肺が悪くなったから自分のｉＰ

Ｓで肺を入れ替えます、肝臓も心臓も悪く

なったから、入れ替えますと…。自分の臓器

だから免疫抑制剤を飲むことも必要ないで

すしね。そうやって 100 年生きた、200 年生

きた、300 年生きた。じゃあ、どこで「もう

いいです」と言うのかということがでてき

ますよね。また、「もういいです」と言った
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途端に「それは自殺ですか？」という問題も

出てくると思うんです。 

つまり、有限の行き先をずっと先に延ば

すということが幸せだと思っているけれど

も、それは、非常に逆説的なものです。実は

死を避けようとしていることが「命を考え

る」ということを難しくしている。もっと言

えば、生と死をどう考えるかということを

突きつけられていることに目を向けなくな

ってしまうということじゃないかと思うん

ですね。 

そういう意味では、これから科学が進ん

でいく次の世代、その次の世代になると、こ

の「いかに生きるか」という問題はものすご

く真に迫った問題で、「どう死にますか？」

というよりも、死ねない時代だったり、死ぬ

ことが特別なことになることすら考えられ

ます。その意味で、有限である人間が生きる

ときに人間の有限性を超える老年的超越と

か信仰とか神との関係というのが本当に重

要になってくるのであって、そこに私は意

味があるんじゃないかと思うんですね。脳

とか身体に特別な地位を与えて、それが整

っていることがすなわち幸せだと言い切っ

たときに、本当にそうなのか？という疑問

も同時に生まれるのです。さらに、脳や iPS

をいじることができたとしても、それがで

きる人はお金持ちだけですよね。結局、全て

のものお金を持つ者、社会的地位のある者、

どれだけ所有しているかにかかっていて、

それによって命も長かったり短かったりす

るんですね。そこは一つの大きな問題で、私

たちが自らの有限を延ばすことで幸せを獲

得するのでなく、そのような幸せ-価値観か

ら抜き出る、突き出るというところにある、

超越性とか老年的超越といったものは、非

常に重要な概念ではないかと思いました。 

それからもう一つ、「迷惑だから死にたい」

ということについてです。これも若い人か

ら高齢者まで、特にお年を召されてずっと

人のお世話にならないといけない人が持っ

ている考えだと思います。でも、「迷惑はい

けないから、迷惑のかからないようにしま

しょう」と言った途端に「迷惑はいけない」

というメッセージがいっちゃいますよね。 

私が聞いた話で１つ心に残っているお話

です。ある牧師先生が入院している教会員

のお見舞いに行ったのですが、その方が「す

いません、先生。こんなに迷惑をかけて…」

と言ったら、牧師先生が、「そうですよ、迷

惑ですよ、それでいいんです。み～んな、お

互い迷惑をかけて生きているんです」とお

っしゃったそうなんですね。 

私は、支え合いというのは、言葉は違うか

もしれないけど、迷惑と同じだと思うんで

すね。私たちが生まれてきたとき、いろんな

人に迷惑をかけて生まれてきてますよ。も

う何人も。母親も父親も寝させないでギャ

ーギャー泣いて、おっぱいもらって、そうや

って生きてきているという私たちの存在を

考えると、誰も迷惑かけないで生まれてき

ている人なんていません。迷惑、という言葉

が良いかどうかは置いておいて、「私が支え

てあげている。あなたは支えてもらってい

る」ということだけに焦点を当ててしまっ

たら、それは本当に上下関係ができちゃっ

て、生きるのがつらくなると思うんですね。 

前回、ちょっと自分の話をさせていただ

きましたけど、私はずっと寝たきりで、全て

のことを人にしてもらって過ごした時期が

ありました。最初はもう本当に迷惑だから

生きている意味はないと思いましたけど、

その中で生きていていいと思えたのは、や

っぱり「あなたが大切」「どんな状態でもあ

なたが好き」という人たちがいた。先ほどミ

ウラさんがおっしゃってくださってたよう

な、そういう関わりだと思うんですね。私は、

そういう関わりがさっきも言った居場所と

いうところにもつながってくると思います。

もっと言えば、「迷惑かけて申し訳ない」と

言われたときに、その相手にどういう態度

を取るのかは、私たちが問われていると思

うんです。相手の迷惑を減らす方向ではな

く、私たちはそのときどう応えるかという

ところに、私たちが共同体としてこの人を

どう見るのか、私たちは誰かに支えられて

生きてきたんじゃないのかという、そうい

った価値観が問われるのだと思うのです。

前も言いましたけど、個人の価値観が社会

の価値観をつくっているとすれば、「私たち

は、そのとき、どんな価値観を持ってこの人

の目の前に立つのか」という、その問われて

いる自分というところに返っていくことが

重要なんじゃないかなと思います。 
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〇上田 洋平さん 

ありがとうございます。何かもう全部ま

とめていただいた感じですね。本当に死を

どう共同体として分かち合って乗り越える

かというようなところにまた戻ってきたの

かなと思います。 

進行の不手際でもう時間になってきてし

まいました。ミウラさんにはまた次回じっ

くりしゃべっていただきますね。 

私がまとめるという時間なんですが、せ

っかくなので、時間の限り、紹介をして終わ

りたいと思います。 

例えば、「今、二つの『死への覚悟』を思

う。」と。一つは、ミャンマーや香港の市民。

二つは「共に最後を迎える覚悟」というのを

持った人たちがいるんじゃないかというよ

うな御意見です。あるいは、地球全体が生態

系破壊、核戦争などで一度に命をなくす覚

悟というか、そういう危機もある。「想像の

共同体」という言葉があるんですが、実は

我々は一度も会ったことのない者同士で国

をつくっている。そのときに「じゃあ、会っ

たことのない人のためになぜ我々はかつて

戦争に行ったり、ときにはそのために死ぬ

ことができたのだろう？」そこに何か想像、

共同の幻想みたいなものがあるのかもしれ

ない。この方のおっしゃる「覚悟」というの

は、「自由」というような普遍的な価値を守

る、そのために命を懸ける覚悟というよう

な意味でしょうか。 

そのほかには、「生かされているとの気づ

きは、大人でもなかなか気づけていない。誰

にも頼らずに、一人で生きていると思って

おられる人も多いように思います。」とか

「『死を経験した人はいない』。なのに、なぜ

死を考えるか。興味深い話が続いています。」

というようなこと、あるいは、こういうこと

について懇話会で考えるというのは非常に

いい場所なんじゃないかというようなこと

を書いていただいている皆さんもおられま

す。 

ということでちょっと紹介し切れない部

分もありましたが、それについては議事録

等を公開する中で共有できると思いますの

で、またそれも御覧いただきたいと思いま

す。 

司会進行が不手際で、十分に皆さんに議

論していただけたかどうか甚だ不安なとこ

ろでありますが、一旦ここで閉じさせてい

ただきます。 

三日月さん、最後、１分ほどですが、一言

いただけますでしょうか。 

 

〇三日月大造 

ありがとうございました。今日も大変広

くて深いお話を伺えたし、そのお話を基に

考えることができたなあと思いました。 

この死生懇話会ですが、１回目やって、２

回目まで来て、さあ、どこに行けばいいんだ

ろうと。次は何をやればいいんだろうと、ず

っと考えながら過ごしてきた150分でした。 

ただ、今日はたくさんの残しておきたい

メッセージもありましたのでまた後で一つ

一つそしゃくしたいなと思っているんです

けど、私たち一人一人にとって死や生きて

いることについて考える機会とか視点の広

がりをつくれたらいいなというのが１つ目。

「こうあるべき」とかではなくて、せっかく

生きているんだから、そしていつか死にゆ

くんだから、その死とか生について考える

きっかけ、自分なりの物差しを持てたらい

いなというのが１つ。 

もう１つは、前回ミウラさんがおっしゃ

ったのかな、「一緒に生きている」「共に生き

ている」でつくられている社会にとって、社

会のありようとしてどうあったらいいのか

なというのを一緒に考えられたらいいなと

思って。比べ過ぎている、急ぎ過ぎている、

忙し過ぎる、せっかく生きているのにもっ

たいないなと、こういう考えを持ちながら、

お互い認め合う、お互い受け入れ合える、許

容し合える、そういう寛容性を持てるよう

な一席をこの死生懇話会の中から持てたら

いいなと思いました。 

いずれにしろ、今日話していただいた広

井さんのメッセージとか各委員の皆さん、

あと会場とか御視聴いただいている方から

本当にたくさんのお言葉をいただいて、ど

れも一つ一つ御紹介いただいただけでも本

当に深いお考え、お言葉だなと思いました。

それらも含めてもう一回読み解きながら、

これからにつなげていきたいなと思いまし

た。今日もありがとうございました。 
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〇上田 洋平さん 

はい、ありがとうございました。 

今日は、本当に広井先生には大きな視点

からいただいて、うーんとまた広がりまし

た。今度はもう少し各論に。この間も言った

ような気がするんですが（笑）。今日はゲス

トの先生が「広い」話をしてくださいました

が、次は深井（深い）先生とかお呼びしまし

ょうか（笑）。 

ということで、そんな冗談ですみません。

終わりにしたいと思います。御参加の委員

の皆さん、御視聴の皆さん、ありがとうござ

いました。また次回、お出会いいたしましょ

う。ありがとうございます。 

 

〇事務局（滋賀県企画調整課） 

はい、ありがとうございます。 

御聴講の皆様には、事前のメールやお手

元の資料でも御案内しておりますが、本日

御聴講いただいた感想などをアンケートに

お書きいただければと思います。オンライ

ンで御聴講の皆さまには、改めてアンケー

ト御協力についてのお願いのメールをお送

りさせていただきます。また、会場の皆様は、

お帰りの際にアンケートを事務局までお渡

しいただけますと幸いです。差し支えない

範囲で御回答いただければ結構です。受付

でお渡ししましたマジックとペンは、机の

上に置いたままお帰りください。 

それから、今日はいただいたコメントを

全部取り上げられなかったですし、またち

ょっと字が小さかったりということもあっ

たかと思います。またそれはまとめてオン

ラインで御覧いただいた皆様にもお送りで

きるようにしたいと思いますので、御容赦

ください。 

それでは、最後に、御出演の皆様、委員の

皆様は会場やオンラインで御聴講いただい

た皆様に手を振っていただき、今回もそれ

で終了としたいと思います。皆さん、手を振

っていただけますでしょうか。ありがとう

ございます。 

これをもちまして、第２回死生懇話会を

終了いたします。本日は誠にありがとうご

ざいました。 

               【終了】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈死生懇話会 ～「死」を捉えた「生」のあり方を 考えるヒントに～〉  

滋賀県では、死生懇話会のご紹介とあわせて、 「死」「生」に関する様々な取組、

考え方について 色々な方にインタビューさせていただいた取材 記事等を県ホーム

ページでご紹介しています。 

URL： https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/kenseiunei/kousou/316588.html 

 

滋賀県総合企画部企画調整課 企画第二係 
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★★★★★★★★「第 2回死生懇話会」聴講者の皆様からのコメント★★★★★★★★★ 

 

「第 2回死生懇話会」の中で、聴講者の皆様からいただいたコメントをご紹介します。コメントを

寄せていただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

・広井先生からお話があった「地元」、共感します。地元を持てる持てないはある意味運命であり、

「地元」を持てる人は幸せなのだろうと思いました。 

 

・「人生 60年時代」は「長寿」は善であり夢だった。早く死ぬことの悔しさと、周囲の哀しみに折

り合いをつけることが死生観の中心にあったと思いますが、「人生 90 年時代」には、個人として

「自分の苦や周囲への迷惑のない死」が新たなテーマになっているようにも思えます。 

 

・今、二つの「死への覚悟」を思う。一つは「何かのために命をかける」ということ。 

ミャンマーや香港の市民。二つ目は「共に最後を迎える覚悟」ということ。 

大きな災害やパンデミック、生態系の破壊、核戦争などで、一度に命を無くす覚悟です。 

これらも今考えられる死生観のひとつかもしれないと思っています。 

 

・今の若者たちも霊能者といわれる方から「あなたの前世はこの時代のこのような人でした。三代

前は、このような人でした。」というようなことを信じる人も多いです。 

私の知人のスイス人女性で、前世は日本人の侍だった記憶を持って生まれ、今京都にすんでいる

方がいます。 

 

・死生感を自分ごととして捉えた時、キーワードは「満足を感じる生き方」かと思っています。広

井先生の著書「無と意識の人類史:私たちはとごへ向かうのか」で、第３の定常化を論じられてい

る中で、成長・拡大の時代から定常化に向かう時代に人類の文化的イノべーションが起こるとさ

れていますが、これが今の価値観を超越する新たな意識改革が起こることをワクワクしながら感

じています。 

 

・人生に長い短いがあったり、障がいの有無などで生き様も変わるけれども、生まれ変わり、何度

も「魂」を成長させることが大事だということ聞いたことがあります。なので、次の生まれ変わ

りのために 90 歳を過ぎて英語を学ばれているおばあさんもおられました。 

 

・ケアマネジャーの仕事をしています。ターミナルを迎えている方、また、親族に対しても時間も

限られている中、揺れ動く気持ちに付き合うことしかできません。  

ほかには、「もう、長く生きすぎた。」「早くお迎えにきてほしい。」と仰る高齢者の方に対し、ど

う言葉をかけてよいか戸惑います。 

 

・リアルの「死」を知らない子どもに伝える難しさがあると思います。 

 

・先程、どなたかの話の中にあった「生も意識してるかわかりませんが・・・」で、聞いてみたい

ことがあります。皆さんは、生きている！！と思った瞬間もしくは、生きていると思う時はどん

な時ですか？ 

私は数年前に全身麻酔で手術をしました。麻酔が切れて痛みが来て、泣きそうなくらい痛かった

のですが、その時「生きているからこそ痛いんだ」と耐えた経験をしました。皆さんは、いかが

ですか？ 
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・たいへん興味深く拝聴しています。空洞化している死生観を再構築（共有）していくためには、

今日のような対話の場を、地域地域で増やしていくことが大切かなと思います。 

その方策についても、委員の方からご意見を伺えるといいなと思います。 

 

・「帰る場所」について、引っ越しが多く浮き草のような人生でした。夫や自分の親の墓に入りたく

ない私が、夫と家の近くの合祀の墓に入ることに決めたとき、なぜか心が楽になりました。死ん

だら愛犬にも会えるので死に怖さをかんじなくなりました。不思議です。 

 

・キリスト教やイスラム教、ユダヤ教の死生観では、最後の審判でその後が決まり、それがすべて

です。ですが、東洋思想、特に仏教やヒンドゥー教では、一回の死が終わりではありません。続

きがあるからこそ、「この生」を大切にする気持ちも大切になります。 

 

・他人の死に対してどう感じるか。身内の死、身近な人の死とどう違うのか。 

飛び込み自殺で電車が止まった時、私の心に「なぜ今なんだよ！」と苦々しく思う気持ちがあっ

たのは事実だが、自殺した人にも家族や大切な人たちがいるはずだし、その人の死の場面に立ち

会ってその気持ちを共有できるのか、反省するこの頃です。 

 

・私の祖母は１０４歳まで生きました。しかし、晩年は、耳も目も聴こえず、見えず、ただ食事を

摂る日々でした。コミュニケーションは身体を触ってあげることぐらいでした。「早く、死にた

い」というのが口癖でした。その言葉を聞くのがとても辛かった覚えがあります。ですので、長

生きが幸せなのかというお話はとても考えさせられます。皆さんは、長生きしたいですか？ 

 

・子どもと老人が一つの輪になってつながっているという考え方。生と死はグラデーションという

考え方。ピンピンコロリでない死に方もあってよいのでは、という考え方は新鮮でした。 

このように常々死生観について考えていても、いざ自分がその死と生のグラデーションの中に入

ることになったらどうなるのか。でもそのような亡くなり方も、少なくとも自分にとっては幸せ

なのかな・・・と思いました。 

 

・「死を経験した人はいない」。なのに、なぜ死を考えるか。興味深いお話が続いています。 

 

・貴重な講演、意見交換ありがとうございます。「死を考えない人について」の質問について、私は

現代は忙しすぎることが多いと思います。 

まず、自分のことをわかっていない、自分のことを考える時間がないかと。ゆとりを持てる時間

や、振り返るきっかけを感じとれる感性が必要と思います。考えられるゆとりがあってこそ、幸

せにつながるような気がします。そういう意味で死生懇話会は貴重なことと思います。ありがと

うございます。 

 

・勝ち残る人が、社会をつくっているからなんですね。 

 

・生かされているとの気づきは、大人でもなかなか気づけていない。 

誰にも頼らずに、一人で生きていると思っておられる人も多いように思います。 

 

・『死』は、例外なくすべての命に必ず訪れるもの・・・ 

・私は団塊世代の少し後の年代ですが、妻を 10 年前にがんで亡くし、難病だった娘を 2 年前に不

慮の事故で亡くしたことでこの死生懇話会に申込みました。特に子に先立たれたことほど辛いこ

とはない。自身は将来いつの日か死に直面したときは妻子に会えると信じ喜びを感じるのではと
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思っています。 

 

・危篤の時に度々、立ち会うことがあり、その方が回復したとき、ICU に入っていた期間 

自分が知っているお寺に行っていたとはっきりした記憶を話されたり、先に亡くなっている方に

会ったとか・・・ 

不思議ですが生と死はつながっているし、本当にあると思います。 

 

・藤井さんの意見に共感！！社会がもっとお互い様が大切。障害があったり、老いても迷惑をかけ

たらいいと思います。それが、支え合いだと思います。犯罪でなければ、迷惑をかけたり、助け

てもらったら、その相手に返すのではなく、社会にお返しするという日本人の昔ながらの文化を

もう一度思い出して欲しいと切に願います。 

 

・死生観 本人だけでなくその家族も含めた中で考えていくものだと思いました。 

家族、地域ぐるみで考えていけたらよいなあと思いました。 

 

・人は、「幸せ」や「豊かさ」を求めるのですが、そのことを求めることが、幸せにつながらないの

かもしれません。どうでしょうか。何かもっと異なるものを追い求めなければ、人間として価値

ある人生にならないのではないでしょうか。それは何？ 


